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弊社の本製品カタログには、Softing	Automotiveの現行製品が記
載されています。革新的で高品質のハードウェアおよびソフトウェ
ア製品に加えて、当社は、個別のシステム	ソリューション、カスタマ
イズされたアプリケーションのサポート、豊かなトレーニング、さら
にオンサイト	サポートを提供します。

当社の製品とサービスのポートフォリオの主な目的は、お客様の利
益の最大化と、最高の品質および最高の投資効果をご提供するこ
とです。重要な問題の診断、計測およびテストにより、車載エレクト
ロニクス向けのカスタム	ソリューションを提供します。

当社は、電子制御ユニットおよびシステムのライフサイクル全体の
献身的なパートナーとしてお客様が必要とする一連の機能	-	開発、
生産、アフターセールス、およびサービスまで、お客様のバリュー 
チェーン全体をご提供します。

特に、業界標準（例、ASAM、ISOなど）の策定への積極的な参加と
関与により、当社はお客様に重要な付加価値をご提供します。規格
に準拠したSoftingのコンポーネントを採用することにより、円滑な
導入プロセスが保証されます。

お客様の個別の要件に対して、当社の製品ポートフォリオは、最 
良の組み合わせと拡張オプションを提供します。確かな技術とソ 
リューションのパートナーとして、当社は診断、計測、テストに新た
な可能性を開きます。

お客様のどのようなご質問にも、当社のチームがお答えします。

お客様の今後のプロジェクトでお役に立てる機会を期待しており
ます。

敬具
マルクス ステッフェルバウアー
製品管理責任者
Softing Automotive

Haar	bei	München

読者、お客様、 
パートナーの皆様へ
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Softingについて
Softingは、重要な問題の診断、計測およびテストにより、車載
エレクトロニクスとその関連市場（商用車または農業機械の業
界など）のためのキー	テクノロジーを提供します。90,000件も
の導入実績により、Softingは市場におけるパイオニアの位置を
占めています。乗用車、オートバイ、商用車の大手メーカーとそ
のサプライヤーは、Softingの実証済みのツールやソリューショ
ンを採用しています。
 
国際的に策定された標準規格ベースにSoftingが実装したプロ
グラミングインターフェイス(API)、データ記述、プロトコル、お
よびバスシステムは、データの高度な再利用を可能にして、お
客様のプロジェクトの長期的な有効性を保証します。Softing
は、	CANを始めてとして、統一診断サービス、Open	Diagno-
stic	Data	ExchangeさらにはOpen	Test	Sequence	Exch-

angeに至る市場に関連する国際的なオートモーティブ規格に
準拠しています。Softingは、さまざまな委員会や協会(とくに
ASAM、ISO、SAE)の構成員であり、業界標準の策定に積極的
に参画しています。当社の目的は、当社のお客様の業務に必要
な製品とソリューションを提供することです。

お客様の固有のインフラストラクチャに合わせ、過酷な条件下
でも有効で高品質な診断、テストおよび測定の結果を得るため
に、当社のソリューションは、すべての主要な認定済みのキー	
テクノロジーを提供しています。
 
標準的なソリューション、ハードウェア	インターフェイス、プ 
ロジェクト開発、オンサイトサポートなど、当社は、バリュー 
チェーンのすべての分野でお客様をサポートします。

SOFTING AUTOMOTIVE
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車載エレクトロニクスにおける長年の実績
Softingは、お客様のプロジェクトや標準化委員会での積極的
な関与により得られた知識を、一貫して製品に反映してきまし
た。Softingでは、以下のようなサポートをお客様にご提供しま
す。

■	集中的なカウンセリングとプロセス	コンサルティング
■	製品とソリューションの国際展開
■	トレーニングとオンサイト	サービス
■	サポートと開発

当社の製品の信頼性およびパートナーとしてのSoftingの信頼
性は、当社の製品ポートフォリオに反映され、パートナーのソ 
リューションを補完します。また、当社の製品は、当社のパート
ナーの開発ツール、測定/キャリブレーション	システム、テスト
ベンチ、HiL	テスター、ワークショップ	テスターなどのソリュー
ションに組み込まれています。	

テストおよび開発ツール
多くのOEMや国際的なティア1企業がSoftingのテストおよび
開発ツールを採用しています。それには十分な理由がありま
す。経験豊富なチームが、信頼性の高いソフトウェアをユー 
ザーの要求仕様に合わせてカスタマイズし、サプライヤーが適
切なバージョンを配信できるようにします。	

車載通信インターフェイス(VCI)
Softing	VCIは常にベンチマーク評価されおり、多くのOEM 
メーカーやサプライヤーで広く使用されています。当社では、 
有線および無線通信のために最新のテクノロジーを使用して
います。また、修理と交換のサービスを提供しており、お客様に
は随時ご利用いただけます。

SOFTING
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キーテクノロジーによる先進性

テクノロジー

Softing	は、新たな技術開発の純粋な結果のみを追究してい
るわけではありません。当社のコアとなる領域（テスト、計測、
診断）のトレンドと技術を開発することに注力しています。業界
において信頼される革新の先駆者としての役割に加えて、すべ
ての重要な協会や標準化団体にも積極的に参画しています。

これにより、早い段階での標準規格の制定と、しばしば起こる
並行作業での製品標準化を可能にしています。時間、コストお
よびノウハウのメリットを、お客様にも共有していただくことが
できます。

拡張V サイクル
当社では長年にわたって	–	多かれ少なかれ	–	V	サイクルに従っ
て開発を行ってきました。それでも、診断アプリケーションの重
点は生産とアフターセールスに置かれています。結局のところ、
今日の車両は、診断無しでは製造も修理もできないのです。そ
のため、SoftingではオリジナルのV	サイクルを改良して、拡張V	
サイクルを導入しました。拡張V	サイクルでは、Softingが統合ツ
ールを提供し、制御装置の開発、システム	テスト、車両への組
み込み、ロードテスト、生産とワークショップでのテストに使用

できるようにしています。可能な限り、同社のソリューションは、
すべてのツールに組み込まれた標準システムに基いており、こ
れはお客様にとって大きなメリットとなります。ツールの動作と
機能が統一されているため、アプリケーションにおける信頼性
が最大化されます。また、記述形式や構成の再利用により、V	サ
イクルのすべての段階で膨大な時間とコストの節約が可能にな
り、プロセスやプロジェクトフェーズを大幅に短縮します。

エンジニアリング テスト 製造 サービス

Open Diagnostic 
Data Exchange

Open Test  
Sequence Exchange

オーサリングシステム

シミュレーション

テストツール

開発ツール

▲	図:拡張V	サイクル	-	Softing	によるプロジェクトとプロセス	フェーズ
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交換フォーマット
お客様がSoftingのツールセットのすべてを使用しているか、
ツールを個別に使用しているかによらず、構成と結果は再利用
可能であり、機能的に連携し、予測可能なコストの基礎となり
ます。そのため、Softingでは、ECUとテスト	シーケンスの記述
（Open	Diagnostic	Data	Exchange	/	Open	Test	Sequence	
Exchange）あるいは測定結果の保存（MDF）に、常に標準化さ
れたデータ	フォーマットを使用しています。

プロトコル
多くのECUの基盤には通信機能があり、通信には一定のルー
ルが必要です。それがプロトコルです。これは、ECU間であって
も、テスターとECUの間でも同じです。同様に、CANバス、Kラ
イン、LINバス上の、またはMOST、FlexRayまたはイーサネット
などの最新の高性能バスの場合も同じです。ローレベル	プロ 
トコルまたはハイレベル	プロトコル（統一診断サービスまたは
J1939）のいずれかが使用されるかということです。Softingの
技術により、適切なプロトコルを正確に実装、分析、テストしま
す。コンピューター間の通信は、例えば、制御用とテスト	コン 
ピューターの間の通信であり、これはSoftingの領域です。	

プログラミング インターフェイス
多くの場合、上記のアプリケーションは、各ツールやテスト	シス
テム上では全く異なるフォーカスが必要とされます。そのような
場合は、Softingのエキスパートが対応し、必要な機能をアプリ
ケーション	インターフェイスで提供します。アプリケーションと
必要な技術によって、C#、.Net	WPF、C++、COMおよびJAVA
をサポートし、またテストシステムにはLabView	VI、製造環境
への組み込みにはOPCをサポートしています。さらに、当社の
エキスパートが、リモートアクセスを介して空間的に分離された
分散型ソリューションの実装をサポートします。	

使用事例
アプリケーション診断、計測、テストのすべてにおいて、
拡張	V	サイクルがすべての重要な使用事例に対応し、様
々なツールでその都度ユースケースにあわせて完全に調
整して、サポートします。

■	 メモリ操作エラーとOBD
■	 診断、バス上メッセージ、センサーデータの計測
■	 ECUのプログラミング
■	  バリアントコーディング
■	 ECUのシミュレーションと環境
■	 ECUの機能実行

SOFTING
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拡張機能をもつ車両
車両データへの遠隔アクセスは、今日すでに多数の
付加価値を生むサービスに使用されています。しか
しながら、今日では、しばしば互いには除外する事に
なる独自のソリューションが提案されています。例え
ば、OBDソケットにドングルを使用している理由によ
ります。ISO	 20078クラウドアプリケーションを通じ
標準化されたアクセスは、自動車所有者の完全なアク
セス制御ができ、さまざまな関係者へのアクセスを可
能にします。Softingのリモートアクセステクノロジによ
り、このようなソリューションを構築できます。

リモートアクセスOTA
エラーを修正する必要があるのか		、新しいソフトウェ
アをロードする必要があるのか		にかかわらず、仕事場
に長く滞在することは決して楽しいものではありませ
ん。遠方の仕事場から車両にアクセスできる場合は、
滞在時間を少なくとも最適化することができます。し
かし、開発中であってもリモートアクセスが効率上の
理由や、テスト走行やまれなテスト目的を共有するた
めには、望ましいことがよくあります。Softingの技術
は、製品開発ライフサイクルに沿うように診断とプロ
グラミングを行うリモートアクセスを可能にします。

現在、大部分の自動車は依然として従来の構造を保っていま
す:1つの内燃機関は4つの車輪を駆動し、多くの快適さと安全
機能は個々のECUにより、主にソフトウェアで実行されます。
同じように、テストと診断の手順も従来どおりです:ECUは、
最初に機械装置の有無にかかわらずテストされ、次にシステム 

業界動向
ネットワークが切り離されてから、その後に生産工程およびア
フターセールス	 サービス診断時に異常の保護と箇所特定をす
るためOBDソケットを接続し実行されます。数多くの業界動向
が明確に示しています:	 将来的にはこれらは多くの場所で大き
く変化するでしょう。

EXTENDED VEHICLE
Accessing vehicle data remotely can already play a part 
in numerous valueadded services. Today, however, 
proprietary solutions are often implemented which 
cannot be used together, e.g. because they use dongles 
at the OBD jack. Standardized access using a cloud appli
cation in compliance with ISO 20078 makes it pos sible 
for various stakeholders to access vehicle data – with 
full access control in the hands of the vehicle owner. 
Softing‘s remote access technology makes it possible to 
create such solutions.

REMOTE ACCESS OTA
A trip to the repair shop is never pleasant, regardless of 
whether a fault has to be rectified or new software in
stalled. If a repair shop can access the vehicle from a dis
tance, the time spent in the repair shop is something that 
can be optimized, if nothing else. But remote access is 
also something often desired during the engineering and 
development process simply from an efficiency point of 
view, whether as part of a test drive or to be able to share 
rare test objects. The Softing technology enables remote 
access for diagnostics and programming throughout the 
entire life cycle.

Currently most vehicles are still built on classic lines: A combus
tion engine drives four wheels, the numerous comfort and safety 
functions have mostly been packed into software and are con  
trolled  by individual ECUs. Testing and diagnostics are also carried 
out in traditional and conventional ways: First of all ECUs are tested 
with and without mechanics, this is followed by the release of the 

Trends
integrated network with diagnostics subsequently being carried 
out in Manufacturing and AfterSales Service using the OBD jack 
for verification and to localize any irregularities. But numerous 
trends are already indicating that there are going to be massive 
changes to this procedure in the future.
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電気式ドライブ
ハイブリッド車のような部分電動であろうと、純粋な
電気推進であろうと:	 新たな課題を克服しなければ
なりません。テスト時、それらは最初に高電圧分野の
安全に対する課題になります。テストと同様に診断で
も、電気モーターやバッテリーなどのまったく新しい
コンポーネントを取り扱う必要があります。しかしなが
ら、全体的な機能は分散し、ますます多くの構成要素
に分散しています、例えばブレーキのように機械的お
よび電気的ブレーキ（回生）で構成され、それらの全
体を考慮しなければならなくなっています。

サイバーセキュリティ
特にワイヤレスインターフェイスを通じた車両外部へ
の接続は、不正操作および不正使用アクセス保護とい
う、必要不可欠なことにつながります。このことは運
転者がいない中でのハンドル操作、ブレーキ、または
加速する自律（または部分的に）走行車にもより一層
当てはまります。Softingは現在の最新技術を用いて
ツールと接続経路を保護し、常に標準規格に準拠して
おり、その際には検証済みのテクノロジをベースとして
います。

自律運転
無人の高層倉庫では現在すでに多くの場合で実現し
ていることが、将来は道路上で経験されるようになる
でしょう。自動車は地点Aから地点Bまで自律走行し、
人は乗客になります。支援システム（自律レベル1）か
ら部分自動化（自律レベル2）、完全自動化（自律レベ
ル5）への移行に伴い、E/Eアーキテクチャーはますま
す集中化され、テスト作業は著しく増加しています。こ
れらは自動運転に必要なインフラストラクチャの一部
であるため、車両と車両環境間の通信経路にも入って
いくことは必然でしょう。しかし、（分散型）システム
の誤動作は早期に認識される必要があるため、診断
の重要性も高まります。

安全 – ISO26262
ソフトウェアは自動車のイノベーションにとって最も重
要な推進力と考えられています。ソフトウェアは、誤作
動により自動車運転者または他の道路利用者に害を
及ぼさないように、安全に開発されなければなりませ
ん。そのためここでの基本原則は機能安全です。車両
機能のASIL分類に基づき、それがISO	 26262の関連
事項と照らし考慮すべきであるかどうか決まります。こ
の場合は、診断とECU通信を用いた保護プロセスを通
じ、特に検証に関連する変数が正しいことで、保証さ
れます。

CYBER SECURITY
Opening up vehicles to the outside – particularly via the 
wireless interface – makes it essential to protect access 
from manipulation and unauthorized use. This applies all 
the more so with (partially) autonomous vehicles which 
steer, brake and accelerate without a driver’s influence. 
Softing protects the tools and connecting paths in ac
cordance with the state of the art and, in the process, 
always relies on standards and tested technologies.

SAFETY – ISO 26262
Software is seen as the most important driver of auto
motive innovations. And this is why software must be 
developed to an appropriate level of safety to ensure 
that, in the case of a fault or error, neither the driver of 
a particular vehicle or other road users should suffer any 
harm. The basic principle of this is functional safety. On 
the basis of the ASIL classification of a vehicle function, 
a decision is made as to whether the function has to be  
treated in accordance with aspects relevant to ISO 26262. 
If this is the case, diagnostics and ECU communication in 
the verification process ensure, among other things, that 
variables relevant for evaluation are correct.

AUTOMOTIVE TRENDS Remote Access OTA
IoT

Car2X
OBD

IoTMQTT
End2End

Autonomous Driving

Connectivity
Functional Safety

Remote Diagnostics

Electrical Driving

Remote Access OTA

Cyber Security

Flash

Diagnostics 4.0

FuSi
ISO 26262

MQTT

pKey

End2End
SOTA
FOTA

Vehicle ECG

ASIL
SWUpdate

Health StateOBD
Car2X

V2X

Connectivity

Cloud Diagnostics

V2X

EMobility

TLS

End2End
SWUpdate

V2X

ISO 26262
FOTA DoIP

UDS
Flash

OBD

AUTONOMOUS DRIVING
What today is sometimes already reality in “deserted” 
high bay warehouses, is something we will be witnessing 
on the streets in future. Vehicles will drive from A to B 
themselves, taking people with them as passengers. With 
the transition from advanced driver assistance systems 
(autonomy level 1) to partial automation (autonomy  
level 2) through to full automation (autonomy level 5), the 
E/E architecture is becoming more and more centralized, 
with testing becoming significantly more elaborate. This 
inevitably has to feature in the communication paths be
tween vehicles and the vehicle environment as these are 
part of the infrastructure necessary for autonomous driv
ing. Diagnostics too is increasing in significance because 
defective functions in (distributed) systems have to be 
detected at an early stage.

ELECTRICAL DRIVING
Whether partial electrification, as is the case in a hybrid 
vehicle, or pure electric drive: New challenges are going 
to have to be mastered. In Testing, this initially concerns 
safety requirements for the highvoltage area. But both 
in Testing and Diagnostics, entirely new components 
such as the electric engine and the battery are going to 
have to be processed. Overall functions are gradually 
being spread over several components: Take the brake 
for example which consists of a mechanical and electric 
brake (recuperation) and which has to be taken into con
sideration as a whole.

SOFTING
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テスト
診断と機能テストのター 
ンキー	ソリューション

診断
Open	Diagnostic	Data	
Exchange、Open	Test	
Sequence	Exchange、 
統一診断サービスおよび 
その他の使用される標準

計測
計測困難な状況下での 
信頼性の高い計測

当社のビジネス
Softingは、	診断プロセスの開発およ
び診断	の実施のために使用されるア
プリケーションの包括的なポートフォ
リオを提供しています。典型的なアプ
リケーションは、故障したメモリへの
アクセス、フラッシュ	プログラミン
グ、計測データ評価、パラメーター設
定、システム	コンポーネントの制御、
と実際の「診断」などを含みます。

Open	Diagnostic	Data	Exchange/
MVCIプロセス、レガシー	データの移
行戦略、高性能車両通信インターフェ
イスの使用、オーサリングシステムの

車両は、新しいソフトウェアの開発によって、より強力で、安全
で、環境にやさしくなってきています。ECUとその多様なレベ
ルの通信の複雑化に対処するために、制御機能への詳細な 
洞察力が不可欠です。コントローラへの直接アクセスと制 
御ユニット情報の正確な評価は、インストールされた状態で 
あっても、開発、テスト、生産、アフターセールスサービスにお
ける診断のプロセスの重要な課題の一つです。

法的要件、高い安全性と快適性の要件、および一般的なコス
ト上昇のプレッシャーにより、現代の車両はますます複雑化し
続けています。この傾向は、設計者に技術の限界への挑戦を
常に求めます。例えば、消費と汚染物質の排出の最適化、追加
の支援システムの開発や、有望な運転テクノロジーの探求など
です。その結果、機能の増加と、電子部品や機械部品の数の増
加、広範なテストと検証確認の必要性などが必然的に生じま
す。

手動で設定可能なテスト環境における一般的な自動車のテス
トソリューションから、特殊な自動化ソリューションとシミュ 
レーションまで、Softingは、すべての信頼性のテスト要件に対
応します。これには、包括的なソフトウェアテスト・ソリューショ
ン、電子試験手段とスケーラブルなテスト	セットアップの提供
を含み、柔軟かつモジュール式の個々の試験要件に適合させる
ことができます。	

当社のビジネス
Softingは独立した車両の測定とデータ
収集システムにより、これらのタスクを
サポートします。これにより、制御装置
のデータと物理量の収集と処理におい
て、客観性と信頼性を最大化します。
Softingのハードウェアおよびソフトウェ

当社のビジネス
体系的、構造化された、再現可能なテ 
ストと検査プロセスとそのドキュメン 
トを実行するためのソリューション。テ 
スト診断と機能テストのターンキー	ソ
リューション（アクセス制御機器と、
ハードウェア構成やトレーニングなど）	

12
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当社のビジネス
作成、または完全な生産システムや 
サービスの提供のための実装：当社は、
お客様の特定のプロジェクトの要件に合
わせたカスタム	ソリューションを、お客
様と共同で定義します。

■	オーサリングシステム
■	ユニバーサル開発テスター
■	テストの自動化
■		シミュレーション、診断、バス	シミュ
レーション

製品 

Softing DTS.cos 最新のASAM	MCD-3D	3.0規格ベースの
車両診断用の通信サーバー。

Softing DTS.automation 生産アプリケーションおよびテスト	アプリケーション用の
生産診断に向けた特に簡単なアクセス。

Softing DTS.monaco 診断用のオール	イン	ワンの開発テスター、および
車両制御装置の制御機能。

Softing DTS.venice 強力なOpen	Diagnostic	Data	Exchange2.2と2.0.1オーサ
リングシステム診断エキスパートと車両制御装置の開発者

Softing OTX.studio 複雑な診断とテストシーケンスのためのオール	イン	ワン
の開発環境です。

Softing TDX ワークショップとロードテストで使用するための、診断とフ
ラッシュ	プログラミングのための柔軟なソリューション。

製品 

Softing SMT Softing	の計測技術	-	モバイル用およびステーション用 
のユニバーサルな自動計測システム

Softing PEA SMT用に高性能なデータ収集、可視化、およびデジタル信
号処理を行います。

Softing MDF.view 計測データの可視化用ソフトウェア

Softing DTS.monaco 診断用のオール	イン	ワンの開発テスター、および
車両制御装置の制御機能。

製品 

ECU テスト あらゆる診断用途向けのテストの自動化ソリューション。 
Softing	DTS.cosとEDIABASの統合は、診断ソリューショ 
ンとしてデフォルトで用意されています。

インフォテイメント
用試験システム

テレマティックス/インフォテインメントシステムの基本条件 
のシミュレーションを行います。単純なボード構造から複雑 
なテストベンチまでカスタマイズされたソリューションです。

CheckRack 弊社のCheckRackシリーズによるソリューションは、電子部品
の自動テストを可能に致します。テストプロセスとテスト手順の
特別な要件をカスタマイズできます。

ア製品には、以下のトピックが含まれて
います。
 
■	  信号条件設定
■	  計測データ収集
■	  バス接続
■	  データ処理

■	 	開発テスター	（ソフトウェア）

■	 	シミュレーション、診断、 
バス	シミュレーション

■	 	テストの自動化
■	 	テスト	ソリューション  

（ハードウェア）

SOFTING
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プログラミング インターフェイス

OTX Runtimeアプリケーション イン
ターフェイス	(ISO	13209-1,2,3)

自動化目的の診断シーケンスを使用を行う特別な拡張子を持
つ部分的に標準化されたインターフェイス。

MVCIサーバー アプリケーション イ
ンターフェイスv3.0.0 (ISO	22900-3)

車両やECUへシンボリック	アクセス用に標準化されたプログ
ラミングインターフェイス。

D-PDU API (ISO	22900-2) さまざまな車載通信インターフェイス（VCI）を使用を行うハー
ドウェア抽象化の標準準拠プログラミングインターフェイス。

PassThru(SAE	J2534) 主にOBDII準拠の簡単な診断通信を備えた診断インターフェ
イス群への接続用インターフェイス

RP1210 トラック環境で主に使用する車載通信インターフェイス(VCI)
での通信用プログラミングインターフェイスで、対応するプロト
コルを実装しています。

今日の技術革新はソフトウェアによるものが多く、
自動車も例外ではありません。ソフトウェアの技術
革新は、車両の性能を向上させ、安全性と持続可能
なモビリティを高めます。制御ユニットの数が増加
し、ユニット間のネットワークの複雑さも増して	い
ます。その複雑性は、車両のライフサイクル全体に
わたって確実に管理する必要があります。制御機能
とは別に、診断機能も開発の重要課題です。当初
は、法的な排気ガス規制への準拠のためのもので 
あった診断機能は、現在ではバリューチェーンのす
べてに対応しつつあります。

過去には、自動車メーカーは、独自フォーマットで
制御デバイス間通信を行なうシステムを多大な費用
をかけて独自開発しました。複数の自動車メーカー
に協力するサプライヤーにとって、メーカーに依存
しないソフトウェアの再利用はほとんど不可能でし
た。標準の欠如によって生じる高コストと依存性を
解決するために、自動車メーカーとサプライヤーは
ソフトウェア	ベンダーと強力して、国際規格を策定
してきました。

診断機能の規格で最も重要な規格は以下のとおりで
す。	 

 ■  統一診断サービス(UDS)	 
（ISO	14229診断プロトコル）

 ■	  通信システム（MVCI	サーバー）	 
（ISO	22900	および	22901に従う）

MVCIサーバーのインターフェイスは完全に標準化さ
れています。データ	インターフェイスには、デー
タ	モデルとユニバーサルな交換フォーマットとし
て、ODX	(Open	Diagnostic	Data	Exchange)を定義し
ています。また、アプリケーション	インターフェイ
ス（MVCIサーバー	アプリケーション	インターフェイ
ス）は、ECUと車両情報へのシンボリック	アクセス
を可能にしています。バス・システム・インター 
フェイス(D-PDU	API)を使用すると、異なる製造業 
者からの異なるバスプロトコルと車両通信インター 
フェイス（VCI）を使用することが可能です。

Open	Test	Sequence	Exchange	(OTX)診断シーケンス
規格は、以前のXML形式のシーケンスに加えて、診断
へのアクセスとユーザーとの対話を可能にします。作
成したOpen	Diagnostic	Data	ExchangeのJava	jobsと
異なり、いったん作成したシーケンスの長期的な再利
用が可能です。

14
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Softing診断-基本システム

アプリ インターフェイスに 
診断情報を表示
診断アプリケーションのユーザーには、
常に正しいデータが表示されているこ
とが必要です。プロセス所有者は、既存
の情報を再利用でき、それがすべての診
断アプリケーションでまったく同じよう
に動作するように保証されているとも考
えます。

これらの目的を達成するには、診断-基
本システムが、データ通信および解釈
のタスクを引き受け、それを標準化され
たインターフェイスを通じアプリを利用
可能にすることになります。車両全体ま
たは個々の制御装置への物理的な接続
は、主に車載通信インターフェイス(VCI)
を通して行われます。診断-基本システム
は、ミドルウェア（これは主にデータ処
理と解釈を担当します）と車両通信イン
ターフェイス部分（特にプロトコル処理
を扱います）という2つの本質的な部分
から成ります。

とりわけ、ミドルウェアは、規格ODX 
（Open	Diagnostic	Data	Exchange	-	
ISO	22901-1）およびOTX（Open	Test	
Sequence	eXchange、ISO	13209）
にならってデータを処理します。Open	
Diagnostic	Data	Exchangeは（16進
数の）通信内容を物理変数に変換す
る権限があり、Open	Test	Sequence	
Exchangeはさまざまな診断コマンドを
自己完結型プロセスにリンクさせます。
どちらの規格も、XMLファイル形式を用
いデータ処理システム同士での互換が
簡単に行えます。

この基本システムでは車両通信インター
フェイス側で、バスシステムへのアクセ
ス、すなわち物理的接続、および通信プ
ロトコルの処理を行います。これを行う
には、プロトコルメカニズムが適切なも
のになる、たとえば初期化、セグメン 
テーション、

チャネル制御などは透過的にプロトコル
に関係なくクローズドデータストリーム
としてインターフェイス上で実行される
ことで行えるようになります。ミドル 
ウェアへの接続は標準化されたアプリ
ケーション	インターフェイスを通じて行
われるため、診断-基本システムはさま
ざまな車両通信インターフェイスとも連
動します。

Softingの診断-基本システムは、すべて
のSoftingの診断製品で使用されていま
す。データが常に一元的に解釈されてお
り、それにより誤解が防止されているこ
とを保証します。信頼できる実行時の動
作のおかげで、共有データはすべてのテ
スト	システムで同じように処理され、こ
れにより、意味のあるテストがようやく
可能になります。診断通信は常に標準化
された通信プロトコルを使用し複数回
にわたり行われます。

Softingの診断製品 
のインターフェイスの概要

アプリケー 
ション層
■	 	OBD II ISO 15031

およびSAE	J1939
■	 	トラブル診断 

プログラム
■	 	(ISO	14229)統一

診断サービス
■	 	(ISO	27145)	 

WWH OBD
■	 	SAE	J1939

▲	図:Softing診断-基本システム

ミドルウェア

車両通信インターフェイス

Open Test 
Sequence 
Exchange

Open Diag-
nostic Data 
Exchange

バスの物理構造

プロトコルエンジン

D‐PDUアプリケーション	インターフェイスISO	22900‐2|	SAE	J2534	
Pass‐Thru	|	RP1210	|	SAE	J1939	|	(WWH)	OBD	II	|	ISO	15765

Open	Diagnostic	Data	Exchange	Engine

Open	Test	Sequence	Exchange	Engine

データフォー 
マット形式
■	  Open Test Sequence 

Exchange (ISO 13209) 
XMLベースの国際的に診断およ
びテスト手順に使用される記述
形式。

■	  Open Diagnostic Data 
Exchange (ISO 22901-1) 
XMLベースのデータフォーマット
で、ECUおよび車両レベルで通
信プロトコルとアクセス機能を記
述する。

ランタイム形式
Softingのランタイム形式はシステム全体のパフォーマンス
を大幅に向上させると同時に、リソース要件を削減します。
■	  SOD:Open	Diagnostic	Data	Exchangeフォーマット	

にエクスポートできる編集可能なランタイム形式
■	  SRD:「モノリシック」の超コンパクトな、Open	Diagno-

stic	Data	Exchange/SOD	などのクローズドなデータベ
ースに対応したランタイム形式。

■	  SMR:モジュール式の超コンパクトなランタイム形式。
■	  データの暗号化	(オプション):Open	Diagnostic	

Data	Exchangeデータは必要に応じて、OEM独自の暗
号化ができます。

診断
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SoftingのSmart	Diagnostic	Engine（SDE）は、高性能なランタ
イムシステムで、簡易な診断サービスや複雑で自動化された診
断さえも解釈して実行します。Softingの診断-基本システムに基
づいており、標準化されたOpen	Diagnostic	Data	Ex	changeお
よびOpen	Test	Sequence	Exchangeの診断フォーマットを使
用し、また使いやすいアプリケーション	インターフェイスで拡張
しています。モジュール式でプラットフォームに依存しないSDE
は、診断にパラダイムシフトを引き起こします。	

追加のSmart	Diagnosticアプリケーション	インターフェイス
は、詳細な診断知識を必要しないことを前提に、機能指向の診
断アプリケーションに焦点を当てています。同時に、SDEでア
プリケーション	インターフェイスのインターフェイスに対する「
リモート」でのアクセスが可能です。そのうえ、すべての関連す
る診断プロトコルとバスシステムをサポートし続けます。プラッ
トフォームに依存しないため、製品のライフサイクルでの継続
な再度の利用が保証されています。

Softing SDE
Softingスマート診断エンジン	-	ライフサイクル全体で診断機能、診断シーケンスおよびサービスのための、プラットフォームに依存
しないランタイムシステム。

適用領域
■	  エンジニアリング: 実験室、テスト	セットアップ、または開発

車両のテスト	システムに運用し、診断またはプログラミング
の基礎として

■	 	テスト: テストベンチまたはHiLテスト	システムに統合され
た独立したオートメーションコンポーネントとして

■	 	生産: 自動プログラミング	ステーション用、または車両出荷
時のスタンドアロンフラッシュアプ		リケーション用、行末更
新およびテストシステムとして

■	 	アフターセールス: ワークショップ	テスターに		組み込み、 
またはバックエンドの診断用コンポーネントとして

特長
■	 	簡素化されたアプリケーション	インターフェイスと短縮さ

れた運用時間により、独自の開発またはワークショップ	テ
スターの実装を加速させます

■	 	ライフサイクル全体で、Windows、Linux、Android、および
iOSでのSDEのプラットフォームに依存せずに使用できます

■	 	今日の診断タスクの多様な要件に対応する唯一のコンポー
ネント

■	 	リモートアクセス、それにより将来に渡って使用可能 
（例、SOTA	ユースケース用の使用）

■	 	ユーザーインターフェイスの有無にかかわらず自動化の程度
に準じる

■	 	すでに作成された診断、プロジェクト、およびプロセスの継
続的に再利用できます

■	 	既存のコンポーネント、さらには外部のコンポーネント 
（例えばJavaのジョブなど）との統合ができます

■	 	特別なランタイム形式による高性能な診断

▲	図:Softingスマート診断エンジン（SDE）の設計とコンポーネント

Softing SDE

OTX Runtime

WLAN/LTE/4G/5G

スマート診断アプリケーショ
ン インターフェイス 

Open Test Sequence Exch-
ange RT アプリケー 

ション インターフェイス

MVCIサーバー

MVCIサーバー アプリケー 
ション インターフェイス

Open Test 
Sequence 
Exchange

OTXスクリプト

Open Diag-
nostic Data 
Exchange

診断データ

診断テスター

診断測定値

トラブル診断プログラム読込/消去

アクチュエーターを設定する…

ECU発展型のコーディング

ECUのプログラミング

ECU識別

車両簡易テスト

テストプロセス

診断プロセス

自動化 診断サービス

C++, C#, Java

C++, C#, Java

C++, C#, Java, COM

D-PDUアプリケーショ 
ン インターフェイス
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OPEN DIAGNOSTIC DATA 
EXCHANGE / OPEN TEST 
SEQUENCE EXCHANGE  
ランタイムシステム
非常に高性能にもかかわらず、低システ
ム要件、統一診断サービス、OBD、およ
びJ1939サンプルテンプレートを含む

SDEは診断基本システムを基にしてお
り、高性能ランタイムシステムで個々の 
サービスをする診断通信（Open	Diagno-
stic	Data	Exchange）と複雑な診断プロ
セス（Open	Test	Sequence	Exchange）
の両方を効率的に処理します。一般的な
すべての診断プロトコルおよび規格、 
つまり、統一診断サービス、DoIP、 
J1939、KWP、OBD、D-PDU	API、およ
びバスシステムCAN/CAN	FD、イーサネ
ット、およびLINは、車両通信インター 
フェイス（VCI）を通じサポートしており、
それはSDEの基本機能の一部です。最
初のテストでは、仮想インターフェイスを
用いた模擬通信も利用できます。SDEは
使用される車両通信インターフェイスに
応じ、複数のECUとのパラレル通信が可
能です。その結果、たとえば、ECUのパラ
レルフラッシュが容易に可能です。

その低いシステム要件でありながらも高
性能であるため	

Softing	SDEはPCの使用だけでなく、組
み込みシステムにも適しています。ランタ
イム形式も同様にこれに貢献し、目的別
のデータプロセスに応じて使用でき、	大
幅なデータ削減をもたらします。

付属品目に、診断をさらに簡単かつ迅速
に行うためのテンプレートと事例集が含
まれています。これらのテンプレートに
は、UDS	on	CANおよびUDS	on	IPの
サンプルプロジェクトで、3つのサンプル
ECU毎に、標準規格で定義された 
サービスの範囲で、OBDおよびJ1939用
テンプレートが含まれています。これら
は必要に応じて簡単に調整および拡張
できます。

OPEN TEST SEQUENCE 
EXCHANGE (ISO 13209)
自動化された診断プロセスおよびテスト

ISO	13209に準拠したOpen	Test	Se-
quence	Exchangeは、Softingの診断-基
本システムおよびスマート診断エンジン
に不可欠な要素です。ランタイム環境で
Softing	SDEを用いると、複雑なOpen	
Test	Sequence	Exchangeプロセスで
も非常に効率的に実行できます。SDE
は複雑な診断と同様にテスト	システム

の一般的なテストケースにも適していま
す。Softingの特徴的な拡張機能により、
メソッドの処理や診断プロセスを行うこ
とも容易になります。

しかしながら、自動テスト環境（例え
ば、Hardware	in	the	Loop	-	HiL）で用い
る場合は、アプリケーション	インター 
フェイスへのフルアクセスは必ずしも必
要ではありません。加えて、SDEはコマン
ドラインでのアクセスから効率的かつ正
確に制御されます。

高いデータセキュリティ 
を持った診断
使用されるOpen	Diagnostic	Data	
Exchangeデータはスマート診断エン
ジンで安全に処理できます。必要に応
じて、リリースされたユーザーのみがこ
のデータを使用できるように、Open	
Diagnostic	Data	Exchangeデータベー
スをカスタマイズされた暗号にするこ
とができます。これは追加のライセンス
情報によって保護されており、外部から
のアクセスから社内の知識を保護しま
す。Open	Test	Sequence	Exchangeス
クリプトにも同様に当てはまり、これも
暗号化できます。

アフター 
セールス 
テスター

構成

ポスト
生産

生産
テスター

公道テスト

テストベンチ

HiL

エンジニ 
アリング
テスター

Softing SDE
OTX Runtime
MVCIサーバーOpen Diag-

nostic Data 
Exchange

Open Test 
Sequence 
Exchange

SDE SDE

SDE SDE

TCU

車両通信イン
ターフェイス

▲	図:ライフサイクルにおけるSofting	SDEの使用	-	柔軟、モバイル、自動化、プラットフォーム非依存

機能
■	 	車両簡易テスト(クイックテスト) 

ステータスレポート含む
■	 	制御ユニット（ECU）識別
■	 	フォルトメモリ（トラブル診断プログラ

ム）の読み取りと消去
■	 	制御ユニット（ECU）交換および（再）

プログラム
■	 	制御ユニット（ECU）のコーディング
■	 	診断サービスによる計測データの 

読み取りと保存
■	 	アクチュエーターの設定と評価
■	 	フラッシュプロセスと機能テスト 

の自動化（UIの有無にかかわらず）

診断
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機能的なアプリケーション イ
ンターフェイスアクセスによる
開発期間の短縮
縮小によってとても使いやすいスマート
診断アプリケーション	インターフェイス
（SDA）の助けにより、診断機能をあら
ゆるテスト	システムに非常に効率的に
統合することができます。SDAは、診断
サービスまたはプロセス全体への複数の
呼び出しを独自の機能にインテリジェン
トなカプセル化を行い、実際のテストの
複雑さを大幅に軽減します。診断の実装
に関する完全な知識が不要になり、ト
レーニング期間が長くなりません。それ
と同時に、診断機能に一貫した同一のラ
ベリングを行うことでエラーの割合を大
幅に減少させます。さらに、新しいECU
やテストのバリエーションを変更する必
要がないため、テストのメンテナンスは
かなり安価になります。

ランタイムシステムへのアクセスは、 
通常、SDAを通じて行われ、SDAは 
C++、C＃、およびJavaで使用可能で
す。ただし、エキスパートシステムについ
ては、ISO	22900-3に準拠したASAM	
MCD-3D/MVCIサーバー	アプリケー 
ション	インターフェイスで直接プロ
グラミングもできます。

DOIPおよびパラレルリモート
アクセスのモニタリング
Softing	SDEは、車両通信におけるイー
サネットの使用拡大に対応しています。
実績のある車両バス（Trace）に通信を
記録できるだけでなく、これを用いると
さらにDoIP通信を監視および記録でき
ます。効率的なメッセージフィルタを含
むPDUレベルでのモニタができ、ユーザ
操作をより良いものにしています。

リモート接続設定機能を、Smart	Diag-
nosticアプリケーション	インターフェイ
ス機能の最初から考慮されており、対応
する使用例も利用できます。ネットワー
ク技術からの共通の標準を参照に使用
方法を設定しています。特に、複数のア
プリに同時にアクセスするマルチクライ
アントシナリオは、主要の案件と認識し
ています。Softing	SDEは、同時に行わ
れるクライアントとの重要な通話を中断
または遮断することなく、検出して管理
します。

ライフサイクルにおけるさま
ざまなターゲットプラットフォ
ーム
SDEはC	++で実装されており、現在 
すべての関連プラットフォーム
（Windows、Linux、Android、および
iOS）で利用可能です。したがって、これ
はWindowsアプリ診断ツール	セット9 
（開発テスター）またはSofting	TDX 
（アフターセールス用ワークショップ	テ
スター）の不可欠な作業工程であるだけ
でなく、テストベンチまたは自動車TCU
に組み込まれた診断、データロガーまた
は自動車通信インターフェイス（VCI）の
診断にも実装できます。すでにお持ちの
アプリや設定に加えた使い方でも、モ
バイル診断アプリケーションとSofting	
SDEを一貫した使い方でも実装できま
す。

製品

Softing SDE

対象範囲と機能 Softing SDE.mvsi Softing 
SDE.base

Softing SDE. 
professional

MVCIサーバー	アプリケーション	インターフェイスへの接続
を含むMVCIサーバーおよびプログラミング事例

Open	Diagnostic	Data	Exchange、Open	Test	Sequence	
Exchangeおよびアプリケーション	インターフェイスアク 
セス、自動化機能アプリケーション	インターフェイス:
識別、トラブル診断プログラム、車両クイックテスト、 
測定値（診断）、OBD、アクチュエータ

フラッシュ、バリアントのコーディング、ECUの交換、機能的
アプリケーション	インターフェイスへのリモートアクセス
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▲	図:診断通信用ランタイムシステムSofting	DTS.cos

Softing DTS.cos
最新のASAM	MCD-3Dアプリケーション	インターフェイスV3.0.0 
を持つ診断通信用高性能ランタイムシステム

標準ランタイム	システムISO	MV-
CI-Servers	Softing	DTS.cosを診断通
信に使用することにより、カスタム	アプ
リケーションの開発を単純化。これに
より、ユーザーは実際のタスクに集中し
て、結果を迅速に得ることができます。
 

ECUと車両の情報へのシンボ
リック アクセス
Softing	DTS.cosは、Open	Diagnostic	
Data	Exchangeデータに基づく診断 
サービスを実行および解釈するための
ランタイムシステムです。診断-基本シス
テムの一部として、ASAM	MCD-3Dアプ
リケーション	インターフェイスを独自の
アプリで使用することで、ECUや車両の
情報に物理的なパラメーターを用いて
アクセスすることができます。制御装置
との通信は、多種多様なバスプロトコル
およびHWインターフェイス（車両通信
インターフェイス）を経由で並行して行
うこともできます。Softing	DTS.cosは、
関連する診断基準と互換性があり高い
パフォーマンスを提供します。豊富なト
レース機能により、独自のアプリやECU
との通信におけるエラーを迅速に検出
できます。

より速い
独自のアプリ
API	開発キットと多くのドキュメントと
プログラミングサンプルには、特殊なテ
スト	アプリケーションも含まれており、
これを使用して診断通信を直接テストで
きます。ユーザーインターフェイスは不
要です。ランタイムシステムの設定は、対
応するアプリケーション	インターフェイ
スを用いて可能になります。

車両通信インターフェイス ソフトウェア

車両インターフェイス(VCI) CAN/FD、 
Kライン、インターネットなど

SAE J2534
PassThruEDIC

プロバ 
イダー

2..

プロバ 
イダー

.. n

Softing

Softing DTS.cos
診断ランタイム	システム

ユーザー アプリケーション

診断サービス
(Open Diagnostic 
Data Exchange)

ISO	22900-3
ASAM	MCD-3Dアプリケー 
ション	インターフェイス

IS
O
	2
29
01
-1

AS
AM

	M
C
D
-2
D

車両通信インターフェイス	 
アクセス	インターフェイス

ISO	22900-2

シミュレーション ロ
ギ
ン
グ
（
ト
レ

ー
ス
）

製品

Softing  
DTS.cos     

車両診断用の独自ISO	MVCIサーバー。この診断サー
バーはOpen	Diagnostic	Data	Exchangeデータに基
づいて機能し、ECUと車両情報に対しMCD-3Dアプリ
ケーション	インターフェイス上でシンボリックにアクセ
スできます。

API  
開発キット

診断サーバーSofting	DTS.cosをベースにしたアプ
リケーションを開発用。以下を含みます。テストアプ
リ、ConfigAPIおよびCOMアプリケーション	イン 
ターフェイスにアクセスするためのインターフェイス
解説ファイル。ドキュメント:ASAM	MCD-3D	リファ
レンス、C++/C#/JAVA/COMアプリケーション	イン
ターフェイス、Softing独自の拡張機能。サンプル	ア
プリ:Java、Python、Visual	Studio	2017	Solution	
(COM、C#、C++)。

API スター 
ターパック

スターター	パックには、最大40時間の電話、電子 
メール、Webカンファレンスによる解説とアプリ	サ 
ポート、またはHaarのSoftingにおける個別対応が 
あり、個人向けのドキュメントが含まれます。

特長
■	 		即時の使いやすさ、最新の標準準拠;	ASAM	MCD-2D（Open	Diagnostic	Data	

Exchange	V2.2.0）、ASAM	MCD-3D	V3.0.0、D-PDU	APIまたはISO	22901-
1/22900-3	/22900-2

■	 	解釈されており、そのためユーザーが素早く理解できる通信
■	 	超コンパクトなランタイム形式によるストレージスペースの削減とフィールドにおけ

る高速な更新
■	 	ランタイムデータのOEM固有の暗号化によるセキュリティの強化

適用領域
■	      開発/テスト:ECUの解除、テストシー

ケンス、HiL	システム、組み込みシス 
テムの作成と検証

■	      生産:End-of	lineのテスト	システム、
テストベンチ、プログラミング	ステー
ション

■	      サービス:サービス	テスト担当者用 
の診断ランタイム	システム

診断
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Softing診断-基本システム
技術仕様

ハードウェア インターフェイスと

車両通信インターフェイス アクセスイン 
ターフェイス/アプリプロトコル/トランス 
ポートプロトコル

診断インターフェイス CANインターフェイス PASS-THRU

S
of

tin
g 

VI
N

|IN
G

 6
00

S
of

tin
g 

VI
N

|IN
G

 1
00

0

S
of
tin
g	
VI
N
|IN

G
	2
00
0

S
of
tin
g	
ED

IC
us
b 

1

S
of
tin
g	
ED

IC
w
la
n

S
of
tin
g	
ED

IC
bl
ue

 1

S
of
tin
g	
ED

IC
pc
i 1

S
of
tin
g	
ED

IC
ca
rd
2 

1

S
of

tin
g 

H
SX

 1個
の
み
、
U
S
B電

源
を
除
く

 2

S
of
tin
g	
H
SC

	1個
の
み
、
U
S
B電

源
を
除
く

 2

I+
M
E	
Ac

tia
	e
C
O
M
	B
ox

	2

S
of
tin
g	
C
AN

us
b/
C
AN

pr
o	
U
SB

	1
,	2

S
of
tin
g	
C
AN

-A
C
2-
PC

I	1
,	2

S
of
tin
g	
C
AN

pr
o	
PC

I	E
xp
re
ss

	1
,	2

K
VA

SE
R
	L
ea
f	P

ro
f./
Le
af
	L
ite
	H
S	

2

K
VA

SE
R
	L
ea
f	P

ro
	H
S	
v2

	2

K
VA

SE
R
	M
em

or
at
or
	P
ro
	H
S/
H
S	

2

K
VA

SE
R
	U
SB

ca
nI
I	H

S/
LS

	2

K
VA

SE
R
	U
SB

ca
n	
Pr
o	
2x
H
S	
v2

	2

K
VA

SE
R
	P
C
Ic
an
x	
H
S/
H
S	

2

K
VA

SE
R
	P
C
IE
ca
n	
H
S/
H
S	

2

Ve
ct
or
	C
AN

ca
se
	X
L	

2

Ve
ct
or
	V
N
	1
61
0/
16
11
/1
63
0/
16
40
	1,

	2

Ve
ct
or
	V
N
	5
61
0/
56
10
A
/5
64
0	

2

Ve
ct
or
	V
N
	7
60
0/
76
40

	2

Ve
ct
or
	V
N
89
00
	2

D
G

 T
ec

h 
D

PA
 5

D
re
wT

ec
h	
C
ar
D
AQ

+	
v1
.9
.1
3	

2

I+
M
E	
Ac

tia
	P
as
s-
Th

ru
	X
S+

	v
2.
07
	2

D
ea
rB
or
n	
VS

I-2
42
3	
v2
.0
4.
16
	2

B
lu
eS

tre
ak
	iF
la
sh
	v
4.
20
/2
.1
3	

2

ISO 22900-2/D-PDU API (CAN 経由)

統一診断サービス/ISO14229:ISO	15765-3	～	15765-2

OBD/ISO15031:ISO	15031-5	～	15765-4

KWP2000/ISO15765:ISO14230-3	～	15765-2

SAE	J1939:SAE	J1939-73	～	J1939-21  

KW1281（VW	TP1.6経由）

KWP2000	light	plus（VW	TP1.6/2.0経由）

ISO 22900-2/D-PDU API Kライン経由

OBD/ISO15031:ISO15031-5	～	14230-4

KWP2000/ISO14230:ISO	14230-3	～	14230-2

KW1281

KWP2000	light	plus（VW	TP1.6/2.0経由）

ISO 22900-2/D-PDU API イーサネット 経由

DoIP（テスター	<–>	ゲートウェイ）

診断基本システム

標準規格 ■		ISO	22901-1/ASAM	MCD-2D、Open	Diagnostic	Data	Exchange	V2.2.0	und	V2.0.1	(Open	Diagnostic	Data	Exchange)
■		ISO	22900-3/ASAM	MCD-3D	V3.0.0	アプリケーション	インターフェイス
■		ISO	22900-2/	D-PDU	API（CAN経由）、Kラインおよびイーサネット（ISO	13400	DoIP/テスター	-	ゲートウェイ）、
■		ISO	13209/Open	Test	Sequence	Exchange	V2.0.0およびV1.0.0	(Open	Test	Sequence	Exchange)

ハードウェア イ 
ンターフェイス

共有インターフェイス:	表を参照
パラレル通信:	種類/組み合わせにより4つの診断インターフェイス（追加可能）

シミュレーション  
インターフェイス

開発した診断を実ECUなしでテストできます。

プロトコルテンプレート 
(基本パーケージから含む)

ISO	22900-2/D-PDU	API	に準拠したプロトコル	テストとパラメーター設定の準備の基本:	ISO_14230_3_
on_ISO_15765_2、ISO_14230_3_on_ISO_14230_2、ISO_OBD	KラインおよびCAN用、ISO_15765_3_on_
ISO_15765_2、ISO_14229_5_on_ISO_13400_2、SAE_J1939_73_on_SAE_J1939_21、WWHOBD_on_CAN	
(ISO_27145_3_on_ISO_15765_2)	

リクエストに応じて、MOST、FlexRay	、LINならびに、独自のインターフェイスVeComおよびEIDBSSをサポートします。
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ハードウェア インターフェイスと

車両通信インターフェイス アクセスイン 
ターフェイス/アプリプロトコル/トランス 
ポートプロトコル

診断インターフェイス CANインターフェイス PASS-THRU
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ISO 22900-2/D-PDU API (CAN 経由)

統一診断サービス/ISO14229:ISO	15765-3	～	15765-2

OBD/ISO15031:ISO	15031-5	～	15765-4

KWP2000/ISO15765:ISO14230-3	～	15765-2

SAE	J1939:SAE	J1939-73	～	J1939-21  

KW1281（VW	TP1.6経由）

KWP2000	light	plus（VW	TP1.6/2.0経由）

ISO 22900-2/D-PDU API Kライン経由

OBD/ISO15031:ISO15031-5	～	14230-4

KWP2000/ISO14230:ISO	14230-3	～	14230-2

KW1281

KWP2000	light	plus（VW	TP1.6/2.0経由）

ISO 22900-2/D-PDU API イーサネット 経由

DoIP（テスター	<–>	ゲートウェイ）

診断基本システム

編集可能な事例データベース 
(基本パーケージから含む)

■	ISO	15031-5/SAE	J1979によるOBDパラメーター設定、ガソリン車/ディーゼル車用
■	SAE	J1939によるJ1939パラメーター設定
■	3	種類のECUによるサンプルと詳細ドキュメントおよびチュートリアル

利用可能なオペレー 
ティングシステム

■		Windows	7	SP	1-3、8.1、10（WIN10はコードフリーズ用にテストされたバージョン） 
（32ビットおよび64ビット環境で）

■	Linux(ご要望がある場合)
■	Android(ご要望がある場合)

一般的なシステム要件 ■		プロセッサ:クロック（1.5	GHｚ	以上）システム構成とデータの複雑度による
■		メモリ(2GB	以上)	-	Open	Diagnostic	Data	Exchangeデータに依存
■		ハードウェア	インターフェイス用:PCI-/PCMCIAスロット、USB-/WLAN接続、WLANまたはBluetooth
■		オプションのドングル用:USBポート

  リクエスト					  により提供					1 ライセンス用ドングル				2	必要なドライバー

診断

21



診断ツール	セットは、開発者、エンジニ
アや技術者が、国際基準に基づいて一 
貫した診断機能とシーケンスを開発し、
信頼性の高い車両診断機能をバリュー
チェーンに提供できるようにします。

課題成功し続ける第一人者
競争の激化および頻繁なモデルチェン
ジは、乗用車、商用車およびシステムの
メーカーにとって大きな課題です。車両
は、より強力で、安全で、環境にやさしく
なってきています。新しいソフトウェアの
開発により、技術革新は常に実現してい
ます。ECUの数が増加し、ユニット間の
ネットワークの複雑さも増しています。
その複雑性は、制御だけでなく診断機
能においても、車両のライフサイクル全
体にわたって確実に管理する必要があ
ります。	

診断機能を正確に定義
開発から製造、生産現場までの診断 
を独自に理解できて使用するために、 
ODX（Open	Diagnostic	Data	Exchan-
ge）およびOTX（Open	Test	Sequence	
Exchange）標準を指定し、同様に実行
可能な仕様として、また交換フォー
マットとして使用できます。通信とテス
ターを指定するOpen	Diagnostic	Data	
Exchangeデータの作成は、Softing	
DTS.veniceツール上で行われます。診断
およびテストシーケンスはSofting	OTX.
studioを使用して開発されているため、
さまざまなユーザーグループに合わせた
アクセスが可能です。均一なランタイム
動作は、MVCI-Server	Softing	DTS.cos
を経由し、すべてのアプリで一様に提
供されます。また、これらはOpen	Test	
Sequence	Exchangeランタイム環境と
機能的アプリケーション	インターフェイ
スを補完する、新しいSofting	SDE診断
システムでも使用されています。

診断の開発とリリース
特にオートメーションシステムでの診断
の使用が制限されていることが多いた
め、Softing	DTS.automationは非常に
単純化されたアプリケーション	イン 
ターフェイスを提供します。Softing	
DTS.monacoでは、制御装置の開発か
ら診断承認、ロードテストまでのすべて
手動での診断が提供されています。アプ
リケーションおよびランタイムシステム
を上で作成されたすべてのトレースとレ
ポートは、Softing	DTS.analyticsを使用
しオフラインで最終的に評価できます。
異常がある場合は簡単に識別して文書
化できます。

▲	図:Softing診断ツール	セット

診断ツール	セット
システムの概要

Softing OTX.
studio

Softing SDE – Smart Diagnostic 
Engine

MVCIサーバー

OTX Runtime

Softing DTS.monaco

D-PDU API

統一診断サービス|	KWP	|	DoIP	|	 
J1939	(WWH)	OBD	|	proprietary

Softing DTS.
venice

Open Test 
Sequence 
Exchange

Open Diag-
nostic Data 
Exchange

Softing DTS.
analysis 
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Softing DTS.monaco
業務用車両開発のためのオフボードの診断ツール。

特長
■	 	Softing	DTS.monacoが以前は別々だった複数のツールの

機能をカバーするため、コスト削減と習熟時間の短縮
■	 	直感的な操作と事前設定されたテンプレートにより短時間

に結果の取得が可能
■	 	通信と機能の問題の早期の特定と解決による高品質
■	 	異なるタスクへの柔軟な適応性による高効率性
■	 	通信データとテスター結果の詳細な記述

適用領域
■	 	車両制御装置用の診断/制御機能の開発
■	 	機能テストと検証
■	 	インテグレーションとシステム	テスト
■	 	生産およびサービス向けのテストシーケンスの準備
■	 	返品解析と品質保証
■	 	テストベンチおよびHiL	システムの設置
■	 	耐久テスト用車両の準備と実施
■	 	ISO	26262に準拠した機能安全を防護するための診断テス

ト実施

機能
■	通信テスト
■	バス	データの解析
■	ECU	に対するOpen	Diagno-
stic	Data	Exchangeデータ確認
■	エラー	メモリの読み取り/消去
■	バリアントの識別
■	フラッシュ	メモリのプログラミング
■	計測値の表示
■	アクチュエーター評価
■	ECUのパラメーター設定
■	バリアントのコーディング
■	ECUルーチンの実行
■	OBD機能テスト
■	テストシーケンスの作成/実行

Softing	DTS.monacoは、包括的なオフ
ボード開発診断ツールとして、ECUテス
トから車両の承認まで、幅広いアプリケ
ーションをカバーしています。それぞれの
テストステップに合わせて設定できる柔
軟なインターフェイスのおかげで、テスト
シーケンスや社内でのプロセスを簡単に
統合できます。

当社の長年の経験をユーザー
に還元
Softing	DTS.monacoは、何十年にもわ
たって進化してきたプロフェッショナル
診断用のエキスパートツールである、診
断ツールセットの主力製品です。Softing
の診断-基本システムに基づいており、し
たがって自動車のライフサイクル全体に
沿ったオフボード診断の分野で製造業
者をまたいだ多彩な経験の恩恵をもたら
しています。最新のE/Eアーキテクチャ
やセキュリティメカニズムについても、新

しいソリューションはツールの安定しス
ケーラブルな基盤に継続的に統合され
ています。

各作業ステップに対応したプ
ロセス指向で柔軟なカスタマ
イズ
MONACOという名前	-	車両通信用モジ
ュラーアナライザーは、すでにこのアプリ
ケーションの利点を明確に示しています:	
それはモジュール方式です。表面を固定
し設置できるので、設定部分を柔軟にで
き、テストプロセスに必要な作業ステップ
を論理的かつ効率的に配置することが可
能です。ここで、Monacoワークスペースの
いわゆる「レイアウト」はユーザーがテー
マを並び換えるのに役立ちます。このよう
に自由に設定可能な領域に、再度、特別
に開発された診断コントロールを
配置できます。出荷時状態には、Softing	
DTS.monacoを使い始めるのが大幅

に簡単になる、広範な使用例（OB-
D、WWH-OBD、J1939-73）も含まれて
います。

すべての診断機能のための 
適切な制御要素
典型的な使用ケース用には、ユーザーが
詳細な知識がなくても直感的に使うこと
ができるMonaco	Controlsがあります。
基礎となる通信は、診断サービスまたは
診断業務レベルで専門家によって事前に
設定されています。さらに、診断シーケ
ンスはOpen	Test	Sequence	Exchange	
(ISO	13209)に直接統合して開始するこ
とができます。Softing	OTX.studioを使
用して作成されています。	

▲	図:アプリケーションに柔軟に対応	-	ワークスペース、レイアウト、コントロールユニット

Open Test 
Sequence 
Exchange

Open Diag-
nostic Data 
Exchange

診断ツール セッ 
トプロジェクト

WORKSPACE VEHICLEアップデート

パラメーター化レポート アップデート

WORKSPACE 詳細設定

OBDトレース Open	Diagnostic	Data	
Exchangeサービス

WORKSPACE テストベンチ

エラー分析トレース 計測
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DTS.monacoを使用する
Softing	DTS.monacoは、全世界で診断作業用に多くの開発部門で使用されています。その範囲は、 
Open	Diagnostic	Data	Exchangeや専門家によるECUの承認への使用例から、HiL	システムやテス
トベンチの試運転にまで及びます。このツールは、テスト走行中に車両をアップデートし検証するた
めにも定期的に使用されます。	

テスターECU通信構成の試験とデバッグ
ソフトウェアとECUの統合レベルに関係なく、OSI通信レイヤを
通じた通信の問題は、診断の専門家にとって特に課題となりま
す。これらの問題は、車両のさらなるライフサイクルにとって重
要になり、例えば生産において、それらが車両プログラミングの
遅延または失敗を招く可能性があります。したがって、このよう
な誤った通信動作のデバッグには、ユーザーインターフェイスが
必要で、それによりサービスとジョブを個別におよび周期的に
試験システムに送信し、さらにオフボード通信の情報を詳細に
解釈してオンボードメッセージを記録することになります。 
最新のE/Eアーキテクチャーやセキュリティのメカニズムは、望
ましくない外部侵入に対して構成しているので、その分析がよ
り複雑になっています。Softing	DTS.monacoは常に最新の状
態を保ち、対応するプロトコルとメカニズムを確実にサポートし
ます。このサポートは、特にコントロールユニット「診断サービ
ス」、「シンボリック	トレース」、「バス	トレース」、および「論
理リンク	リスト」に対応し、接続ステータスと適切なサービス
の表示や、バス通信に関する信頼できる情報を提供します。新
世代の診断ツール	セット9では、統合されたDoIPモニターが特
に役に立ちます！

▲	図:診断通信の試験

通信 制御 機能 計測

バス トレース 
診断の基本的分析とバ 
スレベルでの16進データによるオ
ンボード通信

注釈 
画像、テキストまたはRTF/
PDF/CHMファイルのリンク
によるテストの説明。

トラブル診断プログ
ラム * 
制御装置のエラーのあるメ
モリの読み取りと消去

グラフィック装置
さまざまなグラフィカル要 
素による制御変数の可視化と変更。
（計測、パラメーター化、アク 
チュエーター診断）

診断サービス
完全な機能へのアクセス 
とエキスパート用のデータバンク
にある手順をサポートするデータ
検証と通信テスト

通信制御
ECUへの通信の自動設定と
停止。

ECU識別 *
個々のECUまたは車両全体
の識別情報を読み取り。

レコーダー
ECUの変数（リスト、計測器
またはオシロスコープ）を
レコードし保存、また変更 
（アクチュエーター）。

シンボリック トレース 
アプリ	レベルでのシンボ 
リック表現による診断通信の分析。

論理リンク リスト
ECUの通信の状態の監視と
調整。

フラッシュ 
ECUの単一または複数の
メモリ領域のプログラミ
ング。

サービステーブル 
サービスまたはパラメーター
表現した診断サービスをリス
ト制御し1回のみまたは周期
的に実行する。

トグル
シーケンススイッチをオンに
すると、サービスの各シーケ
ンスを開始します 
（ECUの状態の変更）。

OBD 
OBD自己診断、およびKライ
ンおよびCANプロトコルのさ
まざまなモードで検証と承認

Open Test Sequence 
Exchange 
ISO	13209（Open	Test	Sequen-
ce	Exchange）に準拠した複雑な
診断またはテスト手順の実行。

ソフトキー 
ジョブまたはプロセスを実
行しているサービス	シーケ
ンスのボタン。

ツール クイックテスト* 
ECUの識別とエラーメモリに関する
車両状態を迅速に判定。

バリアントコーディング *
個々のECUコーディングのための強
力なエキスパート向けツール	

*Open	Diagnostic	Data	Exchangeオーサリングガイドラインによる設定の最適化がそれぞれ必要！
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コントローラまたは機能診断仕様の検証 
（例 ISO 15031）
コントローラ/車両のライフサイクルを通して、さまざまな診 
断サービスおよび機能がOEMまたは指定された法律家に 
よってサポートされなければなりません。この部分的な承認
で、関連する検証の最初のステップを、Softing	DTS.monaco
で実行できます。「Diagnostic	Service」コントロール（上の 
図を参照）を使用すると、診断データベース（Open	Diag-
nostic	Data	Exchange2.0.1またはOpen	Diagnostic	Data	
Exchange2.2）で対応するサービスと、それらを正しく実装 
できたかの応答を詳細にテストできます。さらに、OBD検証 
の場合には、基礎となるISO互換データベースを備えた専用の
コントロールユニットも提供します。ここでは、OBD仕様のさ
まざまなモードと機能コマンドグループを確認することができ
ます。手順はユーザーインターフェイスによって指定されるの
で、これに関する専門知識は必要ありません。この単純化によ
り、HiLシステムまたは車両を使用して結果を迅速かつ効率的
に得ることができます。

制御ユニットの更新 - フラッシュ プログラミング
ECUと車両の更新はSofting	DTS.monacoの重要なアプリケー
ション分野であり、さまざまなソフトウェアバージョンを保護す
る開発プロセスだけでなく、生産およびアフターセールスで自
動フラッシュプロセス準備も含まれます。さまざまな方法やフ
ァイル形式との互換性は、ツールの基本要件で、シンプルでプロ
セス信頼性の高い操作と同じくらい重要です。操作は、主に複
数のサブステップと初期化ルーチンで構成されています	-	
最近ではシード＆キー方式でさらに厳重にすることがよくあり
ます。もちろん、Softing	DTS.monacoは、その「Flash」コント
ロールと多数の設定オプションにより、複雑な操作に対応した

十分な柔軟性を提供します。簡易要約:Open	Diagnostic	Data	
Exchange-D	+	フラッシュジョブ（Open	Diagnostic	Data	
Exchange-Fを参照）、外部フラッシュファイル（HEX、MOT、-
BIN、S3、およびS19）、フラッシュシーケンス、セキュリティア
クセス、フラッシュ後期フラッシュファイル、フラッシュファイ 
ル>	4GB（「64ビットフラッシイング」）はとりわけサポートされ
ています。

識別とエラーテストを文章化
テスト対象の識別およびエラーメモリの読み取りは、製品ライフ
サイクル全体を通し繰り返されます。HiL、テストスタンド、車両
のいずれであっても、バージョンステータスおよび発生するエ 
ラーメモリエントリは、各テスト手順で記録および文書化する
必要があります。最も重要なことは、単純で直感的な操作とプ
ロセス信頼性の高い文書化です（一部はITシステムへの直接的
な中央接続を備えています）。そのような識別およびエラーレ
ポートは、Softing	DTS.monacoを用いて生成および保存でき
ます。ここでは、レポート用のXMLファイル形式が適していま
す。これは、「ECU識別」、「トラブル診断プログラム」、および「
クイックテストツール」コントロールユニットによって特にサポー
トされています。

測定の可視化とアクチュエータ連携
特にテストベンチや車両の検証に、測定パラメーターとその閾
値の視覚的に意味のある表現が求められています。NOxセン 
サーが一定時間後にその値を満たす必要があるかどうか、また
は圧力または温度が閾値に達したときに表示されるかどうか
にかかわらず、Softing	DTS.monacoはこれらの状況を視覚化
するのに役立ちます。対応するサービスおよびパラメーターは、
データサーバで設定および再利用できます。もちろん、制御機
器/アクチュエータとの連携作動も可能です。全体像を見えやす
くするために、Softing	DTS.monacoには、これらの事実を確
実に記録および再現できる、いわゆるレコーダーが含まれてい
ます。

▲	図:OBD診断

▲	図:制御機器-クイックテスト

▲	図:グラフィック装置

▲	図:フラッシュのプログラミング
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Softing DTS.monaco（第9世代）
オールインワン開発テスターのための革新的なプラットフォーム。

ベースを失うことなく、 
新しいアクセントを設定
新しいユースケースと自動車開発用の
診断法の重要度が高まっており、例えば
ライセンス、パッケージングおよび当社
のソフトウェアパッケージの配布に関し
て、共同作業として全く新しいアプロー
チが必要になっています。さらに、診断
の核となる性能を超える、新しい機能
性が着実により求められています。その
ため、ローカルおよびリモートの両方の
ユースケースで診断、分析、およびシ 
ミュレーション実行可能なプラット 
フォームとして診断ツール	セット9を 
基本的に設計し直しました。診断ツー 
ル	セット8のお客様がシームレスに作 
業を継続できるように、インターフェイ
ス設定を含む作成済みプロジェクトで
も、完全に移行ができます。	

診断ツール セット9は 
あらゆる分野での新しい 
機能と技術力で強い印象 
を与えます
診断ツール	セットは引き続きDiagno-
stic	Tool	Setの略語ですが、将来的には
計測、分析、シミュレーションの分野で
大幅に拡張されるでしょう。特に、Open	
Test	Sequence	Exchangeがサポート
する機能と機能診断（Softing	SDEも参
照）は重要な機能の一面です。測定値と

パラメーターは、両方の機能を介して	 
簡単に提供されます。実行時に、ユー 
ザーはこれらの測定値を直接検索して 
選択できます。診断データに関する深い
知識は必要ありません。	

診断の新しいコア技術とし 
て自動車用イーサネットと 
IP上診断
製品の新世代で特に注目に値するの
は、DoIP診断プロトコルを使用した自
動車用イーサネットです。特に、DoIP 
通信も分析できるようにするために、 
「トレース」の側面に多くの注意を払 
いました。

開発ネットワークを使用し 
て得られる効率 - SOFTING 
診断4.0
特に開発の初期段階では、ECUと車
両、そしてテストベンチは貴重な資源
であるため、試運転とアクセス規則が
非常に重要になります。これをより効率
化し、社内専門家間でより多くの相乗
効果を生み出すために、Softing	DTS.
monacoは開発ネットワークを通してリ
モートアクセス診断機能を可能にして
います。初めに、識別、障害メモリの取
得、測定、監視、そして将来的には通常

ハイライト - 一覧 
■	 	多言語インターフェイスを備え

た64ビットソフトウェア	
■	 	アクティベーションキーとサー

バーライセンスによる新しいラ
イセンス提供

■	 	直感的な画面タッチ対応ナビ 
ゲーションとプログラム構造

■	 	測定および制御診断用の新し
いグラフィック機器

■	 	.csvファイル形式での計測 
データを記録

■	 	DoIP通信の表示と記録
■	 	診断ツール	セット8インター 

フェイスおよびプロジェクト 
の移行と変換

■	 	新しいOpen	Test	Sequence	
Exchange	ISO規格

■	 	開発ネットワークにおける 
遠隔診断サポート

▲		図:Softing	DTS.monaco（第9世代）	-	新しいプラットフォーム、グラフィック機器とDoIP-モニター

のMonacoのワークスペースとこのシナ
リオにあるその制御要素もサポートす
るでしょう。
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Softing	DTS.monacoの納品内容

診断ツール セット8製品およびオプション

Softing DTS.monaco オール	イン	ワンの開発テスター診断ツール	セット8	Monacoは、車両制御装置の診断と制御機能向けで、開発、テストお
よびテストの準備の領域における車両全体の診断を包括的にカバーし、さまざまなタスクやユーザー	グループに柔軟に
適応可能です。基本機能（HMI	制御の通信ライブラリ）Open	Test	Sequence	Exchangeランタイムを含みます。ワークス
ペースのメーカーの承認がある場合は、HMI	制御の設定を制限できます。診断-基本システムに基いています。

HMI Libraries オプション:診断ツール	セット8	Monacoの基本パッケージには含まれていない全てのHMI	制御が使用可能。

Creation and  
Configuration

オプション:診断ツール	セット8	Monacoでユーザー固有のワークスペースを作成して設定します。HMI	制御を制限無しで
完全に設定することができます。このライセンスがない場合は、リリースできる各HMI	制御の設定が限定されます。

MCD-3Dアプリケー 
ション インターフェ 
イスへのアクセス

オプション:ユーザー	アプリケーション用のASAM	MCD-3Dアプリケーション	インターフェイスへのアクセス診断ツール	
セット8	Monacoを拡張機能診断ツール	セット8L-COSの機能。注意:最初にDTS8L-API-DKとDTS8S-COS-STARTの
診断ツール	セット8L-アプリケーション	インターフェイス-DKおよび診断ツール	セット8S-COS-STARTの同時注文が必
須です。

メンテナンス パッ 
ケージとサポート  
パッケージ

メンテナンス	パッケージとサポート	パッケージで、電話によるサポートと電子メールで、インストール、
試運転、操作、およびマイナー・ミディアムのソフトウェアの無料アップデートを含みます。

診断ツール セット9製品パッケージ

診断ツール セット9フレームワーク アドオン ツール

DTS.monaco OTX.studio

パッケージ 基本モ 
ジュール

プロフェッシ
ョナル テストベンチ 基本モ 

ジュール
プロフェッ 
ショナル Ultimate

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

テ
ス

タ
ー

Open Diagnostic Data Exchange、 
Open Test Sequence Exchange、 
Protocol、DiagService、OBD、計測

Flash、VarCode、トラブル診断
プログラム、ECU識別

テストベンチ（ 
API インターフェイス使用）

ア
ド

オ
ン

Open Test Sequence  
Exchange開発

UI Open Test Sequence 
Exchange

Open Test Sequence  
Exchange管理者

その他の納入品目 

テンプレート 通信と解析、エラーメモリー、計測とパラメーター設定、自己診断、
フラッシュ	プログラミング、テスト実行。

ワークスペースの例 Monacoの拡張ワークスペースを使用した、最も重要な機能への導入で
パラメーター設定の基礎に関するもの
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▲	図:生産とテスト	アプリケーションのためのSofting	DTS.automation

Softing DTS.automation
生産アプリケーションおよびテスト	アプリケーション用の	
生産診断に向けた特に簡単なアクセス。

特長
■	 	シンプルなインターフェイスコンセプトにより素早いトレーニングが可能
■	 	 幅広い制御ユニットで制御しやすい
■	 	設定を置換し最小限のセットアップ時間
■	 	 Softingの診断-基本システムは幅広い適用可能性を保証します
■	 	ODXデータフォーマット移行しても同じインターフェイスで 

（例えばOpen	Diagnostic	Data	Exchange	2.0.1から 
Open	Diagnostic	Data	Exchange	2.2.0への移行時）

適用領域
■	    生産工程でのフラッシュおよび 

キャリブレーションステーション	
■	診断試験機器
■	ライン最後でのテスト	システム
■	    HiL	システム

Softing	DTS.automationは、産業用 
オートメーションで一般的に使用される
標準インターフェイスをサポートしてい
ます。必要に応じて、すべての自動化お
よび診断ソフトウェアを単一のPCにイン
ストールできます。保存した設定を使用
でき、非常に短い時間で移行が可能に
なります。

複雑性の解決 
Softing	DTS.automationは、診断ツー
ル	セット	ファミリーの一部で、診断-基
本システムをベースにしています。ASAM	
MCD-3Dアプリケーション	インター 
フェイスは、使用されるバスプロトコル
の詳細な知識がなくてもコントロール 
ユニットと車両情報または機能へのシン
ボリック	アクセスを可能にします。Open	
Diagnostic	Data	Exchangeデータベー
スにあるサービスとデータ形式で変換方
法を使用されます。現代の車両のOpen	
Diagnostic	Data	Exchangeデータベー
スの複雑さは、ライフサイクルの間に、バ

リアントの追加、メンテナンス計測、あ
るいは機能拡張によってさらに高度化し
ています。

標準インターフェイスによる簡
単なアクセス
したがってECUおよび自動車生産時の
テストベンチの導入には、診断機能への
簡単なアクセスがしばしば望まれます。
これは、産業用オートメーションで一 
般的に使用される標準インターフェイ 
スを行われなければなりません。 
Softing	DTS.automationは、これらの 
ユースケース用に縮小されたアプリケー
ション	インターフェイスを提供していま
す。これにより大幅に簡素化できます。
その際、基礎となる通信メカニズムは、
ユーザーから見えやすくなっています。
標準的なタスク、例えば接続の確立また
は切断は、MCD-3Dアプリケーション	イ
ンターフェイスに直接アクセスするより
もはるかに少ない簡単な手順で処理で
きます。	

切替時間の短縮
Softing	DTS.automationコンフィギュ 
レータを使用して、必要な診断サービス
を選択し、パラメーター化します。ユー
ザアプリケーションには、CおよびCOM
用のアプリケーション	インターフェイ
ス、LabVIEW	VI、またはOPCを経由し
てアクセスできます。構成に応じて、オブ
ジェクトまたは変数がインターフェイス
で使用でき、それらをテスト	アプリ 
ケーションで組み合わせ、テスト手順を
形成できます。これらの設定は保存で
き、それによりアプリケーションのフロー
は変更されないので、非常に速い変換が
できます。

Softing DTS.automation

生産での自動化アプリケーション 
（例、ソフトウェアSPS）

診断サービス
テストプロセス
(Open	Diagnostic	
Data	Exchange	+	
Open	Test	Sequence	
Exchange)

ECU

LabVIEW	VI

診断基本システム

構成

OPC C/C++/COM

ECU ECU ECU

CAN Kライン イーサネット その他
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Softing DTS.venice
強力なOpen	Diagnostic	Data	Exchange2.2と2.0.1オーサリングシステム
診断エキスパートと車両制御装置の開発者

特長
■	 	データ入力のサポートによる診断仕様の効率的な作成が 

可能
■	 	表記と文法のチェックによるデータ品質の向上	
■	 	中央データベースを使用した一貫性のあるツールによるプ

ロセス全体におけるデータの整合性（単一ソース）
■	 	既存ファイルの記述と初期のエラー検出の機能による大 

幅なコスト削減
■	 	サプライヤーが	OEM	要件を保証できることによる、 

高密度の受け入れプロセス

適用領域
■	 	ECUの診断と通信の記述と検証	
■	 	データ互換性テスト
■	 	インテグレーションとシステム	テスト用のテスト	 

データを提供
■	 	生産準備時およびワークショップ	テスターでの 

使用時のデータ調整

Softing	DTS	Veniceにより、OEM、シス
テムとECUのサプライヤのためのプロ
セス	チェーン全体にわたる診断仕様の
準備、監査、管理、メンテナンスを可能
にします。	

OPEN DIAGNOSTIC DATA 
EXCHANGEデータベースの容
易な作成 
Softing	DTS.veniceは、診断ツール	セッ
ト	ファミリーの一部で、診断-基本シス
テムをベースにしています。Veniceは、車
両通信データベース	エディターを表して
います。新しいデータベースは、付属の
プロトコル	テンプレートと既存のOpen	
Diagnostic	Data	Exchange/PDXファイル
をベースにして作成することができます。
製品パッケージは、サンプルとして3種類
のECUのパラメーター設定（オーサリン
グ）が含まれています。詳細はドキュメン

トとチュートリアルの詳細説明を参照して
ください。

容易なOPEN DIAGNOSTIC 
DATA EXCHANGEデータの
編集
スタートページには、よく使用される機
能への容易で迅速なアクセスを提供し
ます。エディターのエキスパートビューを
使用して、複雑なOpen	Diagnostic	Data	
Exchangeデータ	モデルを編集できま
す。シンプルなECUビューを使用すること
で、1台のECUとそのバリアントの最も重
要なデータを表示できます。診断の記述
を継承により、グラフィカルに可視化でき
ます。ウィザードはデータ入力をサポート
します。ECUの共有データ(shared	data)
と複数のデータベースの両方での作業を
サポートしています。作成された診断の

仕様はRTFファイルに文書として保存で
きます。デモ	モードでは、ライセンスなし
でも、Open	Diagnostic	Data	Exchange
データベースを表示できます。	

最初から最高のデータ品質
現代の車両のOpen	Diagnostic	Data	
Exchangeデータベースの複雑さは、ラ
イフサイクルの間に、バリアントの追加、
メンテナンス計測、あるいは機能拡張に
よってさらに高度化しています。Softing	
DTS.veniceでは、データベースの一貫性
と整合性を常に保証します。フォー 
マット	テストは、Open	Diagnostic	
Data	Exchange標準への準拠と、オプ
ションのASAM	Open	Diagnostic	Data	
Exchange推奨スタイルの適合性を確認
します。ユーザー独自のオーサリング	ガ
イドラインの拡張が可能です。

診断機能とシーケンス
 

単一ソース

エンジニアリング

テストと検証

製造

サービス

OEM

Open 
Diagno-
stic Data 

Exchange

Open Test 
Sequence 
Exchange

OEM

ECUサプライヤー

ティア1企業のシステム  
サプライヤー

ツール サプライヤー

▲	図:オーサリングシステム	Softing	DTS.venice	–	診断仕様の準備、監査、管理およびメンテナンス
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▲	図:解析窓

Softing DTS.analysis
診断通信の広範囲な分析のためのツール

特長
■	 	診断データの快適で迅速な評価
■	 	診断データとプロトコルデータの解釈
■	 	フィルタリング、マーキング、時間計測	
■	 	データ出力

適用領域
■	 	診断通信の詳細分析
■	 	診断エラーの検索と除去
■	 	診断データとプロトコルデータの解釈
■	 	データフィルタリングと選択的評価

Softing	DTS.analyticsは、診断データと
プロトコルデータを詳細に分析するため
のツールです。診断通信をさまざまな側
面から検討することができます。データ
とプロトコルの解釈に加え、このツール
は診断エラーを制限を設けるのに役立
つさまざまなフィルターとビューを提供
します。

分析と解釈
コミュニケーションプロセスの体系化さ
れた表示により、診断通信の分析がよ
り明確にわかりやすくなります。そのた
め時間が節約され、効率的な診断が促
進されます。表示されたトレースデータ
は、Open	Diagnostic	Data	Exchangeパ
ラメーター設定またはCANマトリックス
を使用して解釈され、ユーザーが選択で
きる詳細なスケール表示で明確に示さ
れます。このようにして、エラーを絞り込
み、迅速に処理することができます。

多様な使用範囲
このツールは、プロセス分析、データ分
析、デバッグ、適合性テスト、プロトコル
分析、トレース分析など、さまざまな診断
アプリケーションとして使用できます。特
に、さまざまな通信レベルでの診断デー
タの解釈は、エラー分析、特に開発、車
両検証、またはサービスエリアで非常に
役立ちます。エラー画像データのやり取
りには、データのエクスポート機能もあ
ります。オプションのプラグインを使用
すると、アプリを拡張して特定のアプリ
ケーションに簡単に適合させることがで
きます。
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Softing OTX.studio
複雑な診断とテストシーケンスのためのオール	イン	ワンの開発環境です。

特長
■	 	 深いプログラミング知識がなくても、ツールの診断シーケンスの指定と作成が容易
■	 	 ECU、システム	メーカーおよび自動車メーカーとの間のシーケンスの容易な交換
■	 	 Open	Test	Sequence	Exchangeの機能を最大限利用したユニバーサル	アプリ 

ケーション
■	 	 Open	Test	Sequence	Exchangeスクリプトをバイナリ形式で保存することによ

り、不正な変更の防止とノウハウの保護
■	 	 世界標準を使用することによる長期の投資保護
■	 	 プログラミングのエキスパートと診断のエキスパートのための異なる表示方法	
■	 	 Android、iOS、Linux、およびWindowsのような最新のすべてのオペレーティング

システムでOpen	Test	Sequence	Exchangeシーケンスを実行できるようになり 
ます。

適用領域
■	 	診断シーケンスのグラフィカルな仕様
■	 	制御装置の開発におけるテスト	 

シーケンス
■	 	ユーザー	インターフェイスによる生

産部門のEOLテスター向けテストシ
ーケンスの作成

■	 	HiLテストベンチのテストシーケンス
■	 	ワークショップ	テスター用のガイド

付きトラブルシューティング
■	 	プログラマーと診断ユーザーに最適
■	 	開発、テスト、生産、サービス
■	 	フラッシュ	プログラミング、 

コーディグ、テスト

Softing	OTX	Studioは、診断およびテス
トシーケンスの作成、実装、デバッグの 
ためのツールです（ISO	13209標準を 
ベースとする）。簡単なGUIエディターま
たはQMLスクリプトを使用して、グラフ
ィカル	ユーザー	インターフェイスを容
易に作成することができ、作成されたシ
ーケンスにリンクすることができます。さ
らに、さまざまなOpen	Test	Sequence	
Exchangeテンプレートが用意されてい
るため、プロセスを大幅に高速化するこ
とができます。

診断シーケンスの仕様と実装
ISO	13209に従った標準OTX	(Open	
Test	Sequence	Exchange)により、機能
テスト用の簡単なテスト	シーケンスから
テスターアプリ全体までの記述が可 
能です。Softing	OTX	Studioは、仕様の
段階でも作業下流の実装やテストの両方
のフェーズを支援します。これは、論理フ
ローの明確な表現を使用したグラフィッ
ク	シーケンスダイアグラムの作成のため
の簡単な操作を提供します。内蔵のOTX	
Differ	は、開発フェーズの異なるスクリプ
トの比較と結合ができます。既存のプロ
セスの新しい診断データへの適応は、特
別なウィザードにより効果的にサポート
されています。

初心者と経験豊富な開発者 
のどちらにも最適 
Softing	OTX.studioは、すべての必要な
入力ウィザードを提供しています。予測テ
キスト機能を使用すると、Open	Test	

Sequence	Exchange言語要素の深い知
識がなくても、フローを作成することが
できます。組み込みのバージョン管理機
能付の包括的なプロジェクト管理機能に
より、大規模プロジェクトの管理が可能
です。一般的なプログラミング	ライブラ
リのコンセプトにより、診断手順のアプリ
ケーション志向の実装とモジュール作成
をサポートしています。

ワークショップ テスター 
用のフラッシュ シーケンス
典型的なアプリケーションの例は、フラ
ッシュ	シーケンスまたはテスト	シーケン
スの作成です。特に、ワークショップ	テス
ター全体の検査計画には、組み込みの 
ツールが役立ちます。組み込みの	GUI	エ
ディタは、インターフェイスを簡単に設計
でき、使用する変数値をグラフィックを
表示できるのでインターフェイス要素を
Open	Test	Sequence	Exchangeスクリ
プト上に、容易に見つけ出せるようにな
ります。洗練されたGUIユーザインター
フェイスを作成するためには、GUIエディ
タの代わりにQMLスクリプトを用いたイ
ンターフェイスとグラフィックコンポーネ
ントの記述が利用できます。Open	Test	
Sequence	Exchange関数ライブラリも、
必要に応じていくつでも使用できます。
車両でのトラブルシューティングを行うプ
ログラム開発者は、言語エディター、ド 
キュメント	ビューアー、およびブラウ 
ザーを使うことができ、修理手順と技 
術的な図表を表示させれます。すべての
ユーザーが必要とするのは、強力なデバ
ッグ機能です。

OPEN TEST SEQUENCE 
EXCHANGEテンプレートによ
るシーケンス設定
ユーザーは、例えばECU識別、測定値と
エラーログの読み取り、I/Oテスト、ECU
の交換およびソフトウェア更新のよう
な最も一般的な診断シーケンス用に
は、Open	Diagnostic	Data	Exchange
パラメーター設定からの「ドラッグ	アン
ド	ドロップ」だけで構成できるSofting	
OTX.studioのOpen	Test	Sequence	
Exchangeテンプレートが利用できま
す。Open	Test	Sequence	Exchangeテン
プレートは、完全なOpen	Test	Sequen-
ce	Exchangeシーケンスだけでなく、ワ
ークフローに適したグラフィカルインター
フェイスも生成します。どちらも特定の要
件に適合させることができ、必要に応じ
変更できます。

テストケースエディタを使用 
した簡単なテスト生成
「診断サービスのテスト」でよく起こる
ようなケースを、面倒なプログラムで作成
する必要がなく、あるいはテストケース
エディタ（TCE）を使用して簡単に設定
できます。その設定は、診断サービス毎
にテストケース仕様で「ドラッグ	アンド	
ドロップ」をし、それらをパラメーター設
定、結果目標、および動作の誤差を決め
ます。このようにして、大規模なテストタ
スク作成も素早く行えます。Open	Test	
Sequence	Exchangeシーケンスはボタ
ンを押すだけで自動的に生成されます。
もちろん、いつでもマニュアル操作による
手直しが可能です。
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仕様作成 実装と実行

仕様作成モード コンフォート モード

テンプレート モード

エキスパート モード

テンプレート モード

▲	図:Softing	OTX.studioを使用した、拡張V	サイクルにおけるユーザー	ケースとアプリケーション	ケースに関連した表示の作成

ユーザーとアプリケーション - 
関連表示の作成
企画から開発、テスト、製造、サービスま
での車両のライフサイクルでは、診断の
専門家、テスト担当者、テスト	エンジニ
ア、ワークショップ	エンジニアなど、 
多様なユーザーがいます。
各グループには、診断手順の設計および
使用に関して、それぞれ独自の責任性、
スキルや要件があります。これらのオブ
ジェクトとツールの要件は、開発環境に
おける多様性をカバーする必要がありま
す。Softing	OTX.Studioは、その柔軟な
コンセプトによりこの問題を解決してい
ます。製造工程における2つの異なる 
モードの間を快適な方法で切り替え 
ることができます:

■	    仕様作成モード 
車両の専門家は、フローチャート	エ
ディターを使用して診断シーケンス
の概要を記述します。OTX	プログラ
マは実行可能なOpen	Test	Sequen-
ce	Exchangeコードで、概要シーケン
スをプログラム化します。この方法に
より、プログラミングの知識がなくて
も、診断手順の記述が可能です。

■	    エキスパート モード 
Open	Test	Sequence	Exchange 
プログラマは、すべてのOpen	Test	
Sequence	Exchange言語要素に迅
速にアクセスして、Open	Test	Se-
quence	Exchangeコードやライ 
ブラリ関数を開発します。

■	   コンフォート モード 
車両専門家のプロセスをモジュラー
方式で、エキスパートが事前定義した

ライブラリまたは特別なウィザードを
使用して作成します。レポート機能と
エラー処理は、数クリックで設定で
きます。

■	   テンプレート モード 
ECU	テスト、ガイド付きトラブル 
シューティング	(GFS)、および計測
値読み出し機能付のテンプレート
の作成者は、プロセスを作成できま
す。テンプレートベースのOpen	Test	
Sequence	Exchangeプロジェクトは
いつでもエキスパートプロジェクトに
変換し、任意に追加することができ
ます。ユーザーはテンプレートを使用
しワークフローの基本構造をすばや
く作成できるため、典型的な診断タ
スクによって、開発時間を大幅に節
約できます。作成者は作業中のコント
ロールデバイスの具体的な解決策に
集中することができます。	
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製品

Softing OTX.studio Open	Test	Sequence	Exchangeシーケンス用の作成環境、デバッグ環境およびランタイム環境

Open Test Sequence  
Exchangeウィザード

Open	Test	Sequence	Exchangeシーケンスのモジュール作成の組み込みのフロー	コンフィギュレー 
タのためのオプションの拡張パッケージです。

Open Test Sequence  
Exchangeテンプレート

Open	Test	Sequence	Exchangeシーケンスのテンプレートベース開発用のオプションの拡張パッケージ。

署名作成機能 証明書の作成とOpen	Test	Sequence	Exchangeシーケンスの署名作成のための、オプションの拡張パッケー
ジです。

テスト ケース エディター Open	Diagnostic	Data	Exchangeデータをベースとして、診断プロトコル	テストの一 
部を自動作成できる組み込みのケース	エディターのオプションの拡張パッケージです。

マルチプラットフォー 
ムアプリケーション
Softing	OTXランタイムを使用する
と、Android、iOS、Linux、および
Windowsのような最新のすべてのオ
ペレーティングシステムでOpen	Test	
Sequence	Exchangeシーケンスを
実行できるようになります。したがっ
て、Softing	OTX.studioで作成された
Open	Test	Sequence	Exchangeシー
ケンスは、GUIインターフェイスを使用し
すべてのターゲットプラットフォームで同
じ機能を実行できます。QMLを使用する
と、モバイル端末のさまざまな画面解像
度と画面表示方向に対応させながらGUI
インターフェイスを設計できます。

▲	図:OTX	Studio	-	診断およびテスト手順の作成、試運転、デバッグのためのツール
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Softing TDX
サービス部門用モジュール式構築キット。

特長
■	 	ラップトップ/タブレット、車両通信インターフェイスおよび最先端のソフトウェ 

アをベースにした小型の診断ソリューション
■	 	あらゆる独自の要件(プロセス、CI、言語)に対応
■	 	世界標準（例、Open	Test	Sequence	Exchange、Open	Diagnostic	Data	

Exchange、統一診断サービス）の採用による将来保証
■	 	無制限の診断機能
■	 	拡張可能なレポート機能
■	 	ロールモデルの設定（例、承認済および未承認工場）
■	 	プロジェクトアクセス権を中央ユーザー管理者が設定可能
■	 	バックエンド/ロジスティクスデータベースへの接続
■	 	診断方法に対する柔軟な考え（現象ベース/ECUベース）
■	 	マウス/キーボードおよびタッチスクリーンによる操作

適用領域
■	  車両メーカーのサービス	ステー 

ション
■	  アフター	マーケット向けのシステム	

メーカーのサービス	ステーション
■	  サービス技術者のためのモバイル 

診断システム
■	  開発部門、例えば車両実験部
■	  販売会社の車両テストのための 

診断シーケンスの作成
■	  生産でのテスター

Softing	TDXは、車両とコンポーネント
のメーカーのためのユニバーサルなワー
クショップ	ツールです。車両全体または
個々の部品のトラブルシューティング、修
理、および試運転のために必要なすべて
の診断機能をサポートしています。

サービスにおける過酷な使用
状況にも柔軟なツール
Softing	TDX	を使用するとサービス	テ 
スト担当者が、耐久性ラップトップを作
成して、VCI	(車両通信インターフェイス)	
に最新のワイヤレス	LAN	を使用して接
続することができます。システム全体を、
ワークショップでもフィールドでも、車両
の中、外側、車両の下でも、あらゆる気候
条件でも使用できます。これ以上の診断
の自由度はありません。

高度なカスタ 
マイズが可能
Softing	TDXのユーザー	インターフェ 
イスは、使用する診断方法に依存しませ
ん。従来型のECUベースの診断、または
現象ベースのいずれであっても、KIがす
べての計測に対応します。
Softing	TDXには障壁はありません。 
シーケンスは、開発システムで生成さ
れ、新しいリンクが作成されます（PDF、
画像、動画などの説明や図）。ユーザー	
インターフェイスは、企業のデザインや
個別のアプリケーションに合わせて調整
することができます。Softing	TDXは、す
でに20カ国語に翻訳されており、容易に
他の言語にも対応できます。

組み込まれたセキュリティ 
とユーザー権利の管理
サービス	アプリケーションには多くのノ
ウハウがあり、乱用される可能性があり
ます。Softing	TDXはこのような問題に 
も対応しています。ソフトウェアのコピー
に対する保護として、ライセンスとユー 
ザー管理により侵害を防止することがで
きます。また、ハード	ドライブ上の 
データは保護されています:	カスタマイ
ズされた暗号化による。ロール	コンセ 
プトにより、機能的な制限または他のグ
ループに対する許可のメカニズムを提供
します、例えば特別に訓練された社員専
用の特定サービス機能へのアクセス。

世界標準のサポー 
トによる投資の保護
Softing	TDXは、診断プロセスについて
はOpen	Test	Sequence	Exchange標準
に準拠し、制御装置の通信およびデータ
解釈についてはOpen	Diagnostic	Data	
Exchange標準に準拠しています。Open	
Test	Sequence	ExchangeまたはOpen	
Diagnostic	Data	Exchangeデータはす
でに採用済みで、Softing	TDXで利用可
能です。
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34

診断



▲	図:開発システム(Softing	TDX.studio)	–	個別の診断テスターへの診断プロジェクトの配布(Softing	TDX.workshop)

2つのツール - 1つのゴール: 
サービスエイドによる容易 
な定義
Softing	TDXは、2つのツールを提供し
ます。Softing	TDX.studioは開発システ
ムで、診断ツリーによるプロセスと表示
を使用しています。また、通信データの
入力には	Softing	TDX.studio	を使用し
ます。標準的なタスクには、テンプレー
トとウィザードが利用でき、タスクをす

ばやく実行できます。作成した診断は、
配布のためにそのままパッケージ化され
ます。
全体として、あるいはパーツごとに。パッ
ケージは、インターネット経由またはハ
ードディスクで、サービス技術者または
診断技術者に配布できます。フィールド
での利用には、Softing	TDX.workshop
が対応します。

Softing TDX

診断ツリー エディター

GUI エディター

フロー エディター

通信エディター

■	ツール
■	シリーズ 
■	バリアント
■	修正プログラ
ム

ディストリビュー 
ション Softing TDX. 

workshop

Softing TDX. 
workshop

Softing TDX. 
workshop

Softing TDX. 
workshop

▲	図:Softing	TDX.studio ▲	図:Softing	TDX.workshop

これは、Softing	TDX.studioで作成した
診断手順のランタイム環境として機能し
ます。これは随時追加することができ、
後で更新機能を使用して変更することも
できます。診断結果はレポートトとして
保存でき、すべてのアクティビティを確認
することができます。さらに、すべてのデ
ータを追加で解析することができます。

製品

Softing TDX.studio 開発システムは、診断ツリー、診断プロセスと可視化を作成するためのシステム。

Softing TDX.workshop Softing	TDX.studio	で作成した診断手順のランタイム環境です。

コンサルティング、トレーニング 当社では、診断、Open	Diagnostic	Data	Exchange、Open	Test	Sequence	Exchange、および
Softing	TDXの利用に関するサポートを、一般的なトレーニングとして、あるいは特定のお客様向け
にカスタマイズしてご提供しています。どうぞご利用ください！

診断
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TestCUBE2
ECU診断のための設定可能なシミュレーション

特長
■	ECUが利用可能になる前にテストの開発が可能	
■	簡単なトレーニングにより容易に取扱いが可能
■	 	シミュレーションデータをアーカイブすることにより、バリアントに利用可能
■	複数の構成による高品質なテスト
■	ベストケース/ワーストケース	テスト
■	 	プログラミング時のシミュレーションの変更と交換

適用領域
■	     開発、テスト、生産におけるテストの

準備
■	  テスターと生産システムのリリー 

ス	テスト
■	テスターの回帰テスト
■	CAN	トレースの記録

TestCUBE2は、ECUの診断をリアルな
バス通信でシミュレーションするための
設定可能なハードウェアとソフトウェア
のソリューションです。このデバイスを使
用して複数のECUまたは車両全体を同
じ条件でシミュレーションすることがで
きます。

開発初期からテストの準備
テスト	シーケンスの作成はバリューチ
ェーン全体の課題です。テスト用のリ 
モート	ステーションとしてのコントロー
ラーがありません。特に、初期段階でテ
スト方法を作成する場合は、利用可能な
制御ユニットの機能テストを使用して実
行することになります。では、テスト手順
と検査が完了した場合はどうなるので
しょうか。	
TestCUBE2	を使用することで、制御装
置の開発中にテスト	シーケンスを確認
することができます。

テスターの回帰テスト - ECU
の交換不要
診断テスターは、通常のソフトウェアの
更新のタイミングで新しい機能に更新
することができます。回帰テストに必要
なECUは、十分なテスト	カバレッジを
保証するためには、すべてのバリエーシ
ョンでテストする必要があります。これ
は通常は不可能なため、シミュレーショ
ンが不可欠です。ECUとそのバリエー 
ションの選択は非常に容易で、デバイス
のシミュレーション	ファイルを置き換え
るだけです。これは、グラフィカル	ユー
ザー	インターフェイスから直感的な操
作で行なうか、DLLを使用してテストの
自動化で実行することができます。

容易なシミュレーション デー
タの作成
テストの準備と回帰テストには、それぞ
れ適した方法があり、これらの方法によ
って、シミュレーションファイルの作成が

容易かつ素早く実行	できます。テストの
準備では、テスターからのリクエストと
シミュレーションからの応答のペアを、
既存のOpen	Diagnostic	Data	Exchan-
geデータの基づいたシンボリック	レベ
ルで比較します。これにより大きな誤差
を回避することができます。	

回帰テストでは、実際のECUのCANト
レースを記録しすることで、そこからシ
ミュレーション	データをワンタッチで
作成できます。ECUのレスポンスは手動
でも容易に追加できます。この場合も、
間違ったレスポンスの可能性があり、テ
スターの正しい動作を確認する必要が
あります。

その他の機能
■	 	通信パラメーターの影響 

(アドレス、タイミング、その他)
■	 	バス	シミュレーション

▲	図:高機能インターフェイス	TestCUBE2 ▲	図:インターフェイスの作成と設定
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診断アプリ
スマートフォンまたはタブレット対応の車両通信向けのモバイル	システム	ソリューション。

特長
■	  数秒で車両データを読み取る
■	  既存のモバイル端末の使用（Bluetooth経由）
■	  サービスデスクや車両認証時における散発的エラー 

を超高速で柔軟な初期分析
■	  スマートフォン/タブレットにおけるOEMの、 

あらゆる有効で最新の公式車両データ
■	  世界中で使用される多言語に対応

適用領域
■	  開発者、サービス技術者とワークショッ 

プのためのサポートツール
■	  データの記録、高速な最初の診断、 

停止中と運転中のエラー検出
■	  オンサイトのサービスと車両テスト
■	  ブレイクダウン	サービス
■	  開発テストおよび車両テスト

例 － AUDI向け 
CAR ASYSTアプリ
CAR	ASYSTを使用し、Softing	Auto-
motiveはモバイル向け車両診断で革新
的な汎用的なツールを販売しています。
それは人気のあるAndroidスマートフォ
ンで使用できるので、ユーザーはいつで
もどこでも仕事を始めることができま
す。CAR	ASYST（CA）はワークショッ
プ環境およびサービス環境での使用に
最適化されていますが、車両開発でも 
使用されています。

システムソリューションの構成
要素
モバイル診断ソリューションは、CAR	
ASYSTアプリ、CARDATAデータパッ 
ケージ、およびVIN|ING	600から派生し
たCA	ADAPTERインターフェイスで構成
されています。それはWLAN経由で車両
とモバイル端末との接続を確立します。
データパッケージCARDATAを使用する

と、ユーザーは自分のモバイル端末で診
断できるOEM公式の、現在最新の車両
データを受け取ることができます。

CA	ANALYTICS	PC分析ツールを使用
すると、記録されているすべてのデータ
ストリーム（バスデータ、測定値、GPS 
ルート情報、オーディオおよびビデオの
記録）を並行してオフラインで分析でき
ます。また、デスクトップで測定設定を
簡単に作成でも、後でアプリからデータ
を取得することもできます。	

当社のビジネス
システムソリューションCAR	ASYSTを
使用し、Softing	AutomotiveはOEMと
密接に協力して完全なシステムを開発し
ました。ハードウェアおよびソフトウェ
アコンポーネントの開発に加え、Softing
はWebショップを含む世界各地での販
売も独立に担当し、OEMはそのメインの
作業に専念できます。

特色
■	  車両レポートを作成
■	  サービス間隔の読み取り/リセット
■	  バッテリー履歴データを読み取り
■	  測定データ（グラフィック/テキスト）
■	  ビデオ/オーディオ/GPSデータの 

データロガー（モバイル）
■	  バッテリー充電状態のトランスポー 

トモード
■	  制御テスト（アクチュエータ）
■	  ロービームを調整
■	  ブレーキパッドの交換開始/終了
■	  レベル読み取り 

（例：燃料、石油、アドブルー）
■	  ECUエラー	メモリの読み取り/消去
■	  SDカード上MIBシステムの解析 

データ（IRCログファイル）
■	  OBDスキャン機能

▲	図:CAR	ASYSTテスト環境、ワークショップ環境およびサービス環境におけるモバイル車両診断用システムソリューション

アプリ開発の詳しい情報は77ページと:	 
www.automotive.softing.com/de/projekte/
app-entwicklung

インフォメーション&ウェ
ブ上のショップ
www.car-asyst.com

デモ用バージョン
www.car-asyst.com/de/
demo-anfordern/

診断
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Softing SMT
SMTは高度な計測技術と信号生成、通信、計算機能
およびメモリ容量を組みわせています。モジュール	
ファミリーでは、モジュラー	システムに異なる物理I/
Oと通信インターフェイスを備えています。

特長
■	 	異なる用途に対する高い対応性
■	 	コンパクトで堅牢、車両に100	%適合
■	 	特殊な用途にも適合
■	 	モバイル用および固定用の標準化された計測技術と周辺機

器(センサー、コネクタ、ケーブルなど)
■	 	 オープンでジェネリックなインターフェイスによる将来性の

高い保証
■	 	追加コンポーネントなしのスタンドアローン使用
■	 	包括的なフェイルセーフ（自己保護）とオンボードダイアグ

機能
■	 	ツールを必要としない容易なシステム構築とモジュー 

ル交換
■	 	受信メモリによるシンプルなパラメーター設定
■	 	すべての接続に前面からアクセス可能
■	 	チャネルとモジュールの状態の可視化

適用領域
■	ドライブ	テスト向けのモバイル計測技術
■		テスト	アプリケーションによるデータ収集
■		プロセス監視
■		制御システム向けのアプリ
■		コンポーネント	テスト	ステーションの自動化
■		生産テスト用の検査システム

▲	図:Softing	の計測技術(SMT)の計測システムの例

最新の車両の先進性により、計測技術の要求レベルが高まって
います。物理量に加えて、バス信号のキャプチャとデータ分析
が必要です。処理する信号の種類と数は増加を続けており、シ
ステムの環境条件も高度化し、技術革新が速いにも関わらず、

計測機器の投資には将来性の保証が求められています。その
他にも、Softingオートモティブの計測技術部門では、モジュー
ル	ファミリーSMT、および計測ソフトウェアPEAによって多く
の課題に対応しています。

冷却

データ処理
エネルギー供給

通信モジュール&物理IOs
(システム拡張変数)

Softing	の計測技術	-	モバイル用およびステーション用のユニバーサルな自動計測システム	
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Softing PEA
SMT用に高性能なデータ収集、可視化、およびデジタル信号処理を行います。

特長
■		シンプルで直感的な操作
■		保証されたリアルタイム機能
■		異なる測定データの時間同期収集
■		共通測定データ内の異なるデータを統合
■		 テストのパラメーター化と実行のための基準ソフトウェア
■		 標準的な使い方にはプログラミングの知識は不要
■		データ取得ソフトウェアに合わせた測定システムに最適
■		多様なオペレーティングシステムとハードウェアに対応
■		 きちんと文章化されている拡張インターフェイスを用いた 
ユーザー独自の調整および機能強化

適用領域
■		SMTモジュールの設定
■		測定データの取得と記録
■		 あらゆるプロセス変数のライブ可視化
■		 測定プロセスのトリガー操作または制御
■		 プロセス制御とプロセス自動化

Softing	PEAは、すべてのハードウェアコンポーネントを設定、
測定データと通信データを記録、必要に応じてプロセス変数を
グラフィック表示します。さらに、このソフトウェアは、デジタル
信号処理、トリガ、シミュレーション、および自動化にさまざま
な可能性を提供します。

▲		図:PEA測定ソフトウェア：SMTの可視化とデジタル信号処理

Softing	MDF.view
計測データの可視化用ソフトウェア

Softingの広く適用可能なMDF4ビューアは、実際の計測データ
取得と、多くの場合コストがかかり複雑な分析ツールとの間に
しばしば生じるギャップを埋めます。この可視化ソフトウェア
を使用すると、大量のデータであっても迅速な分析ができ、コ
ンポーネントやセンサーの問題などをリアルタイムに分析でき
ます。Softing	MDF.viewは、MDF4データが生成される場所に
はなくてはならないヘルパーです。

特長
■	組込みPCでも使用可能
■	柔軟なライセンスモデル

適用領域
■	現場でのセンサーやケーブルの確認
■		測定値の妥当性（標準値、限界値違反、その他）
■		測定記録の分析（測定期間、記録ギャップ、 
チャネル同期性、など）

機能の概要
■	検索機能とフィルタ機能を含むチャンネルの選択
■	オートスケールを含む様々なスケーリングオプション
■	 	複数のグラフ表示（同じ画面で、またはタブとして） 

または異なるy軸上で
■	様々なグラフ表示方式
■	マウスポインタを重ねることによる計測値表示
■	最小値と最大値の計算
■	個別の表示フォーマット
■	プレゼンテーションプロファイルの作成と保存
■	 	必要がある場合:データ取得ソフトウェアSofting	PEA 

との統合▲	図:Softing	MDF.view

計測
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透過率計LTW

合成のハウジングと成形型でテストされた品質保証

適用領域
■			レーザー溶接に提供される、プラス
チック製の蓋の透過率の計測

■			品質管理
■			材料検査
■			プラスチック処理
■			受入検査
■			ガラス繊維強化プラスチックの計測
■			クロスロケーション計測
■			エンベロープの作成と編集
■			限界監視の設定
■			ログファイルの作成

特長
■		簡単な操作性
■		コンパクトな作業場ソリューション
■		アクセスの認証とユーザーの管理
■		パラメーターの設定
■		計測したプラスチックのパラメー 
ター設定機能（合格/不合格、 
その他）

■		計測プログラムの作成と管理
■		計測データの可視化と保存

▲	図:透過率計LTW

▲	図:エンベロープ編集

▲		図:ECUテストを使用したユニバーサルなテストの
自動化

ECU テスト

テストの自動化はECU検証と同様
一般的なテスト	ツールはすでに統合されており、テストで併用できます。 
ECU	テストは、設計、実用化、実装、およびテストの解析に使用できます。

適用領域
■			設計、実装、実行および評価テスト
での使用

■		自動車業界における、ネットワーク
内臓システムの自動化されたシス 
テムテスト

■		シミュレーションされた自動車環境
のSiLおよびHiLのECUのテスト

■		ECUまたは制御デバイスが設定され
ていない場合のテストの準備

特長
■		ほぼすべての関連テスト	 
システムをサポート

■		汎用的なテスト記述（クロス	マッピ
ング）による、高いテストの再利用
性

■		直感的なグラフィカル	ユーザー	 
インターフェイス

■		クライアント/サーバー	ソリューショ
ンによるネットワーク	テスト環境

■		下位バージョンの組み込みサポート
■		カスタマイズされた 
要件の容易な拡張

■		テストで共通使用し 
標準テストツールとして統合

テスト
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基板アセンブリ

ワイヤーハーネス、コントロールユニット、実際の負荷（照明
など）などオリジナルのコンポーネントは、組み合わせ構造
化したテストボードを組み合わせて、まるで車両の中にある
かのように動作できます。ブレイクアウトボックスを使用し
測定できます（たとえば、自動車バス）。広範囲にわたるテ
ストとさらなる開発、例えば現在のソフトウェアレベルの見
直しを、車の外で行うことができ、早期に検証することがで
きます。この方法は、特に希少な資源（例えばレーシング 
カー）にとっては極めて効率的で、相互運用可能で、都合が
よい手法です。

自動車電気系用テストシステム

長年の経験により、Softingは柔軟な開発システムから、生
産および品質保証のための完全自動化システムまでの、自
動車部品認証の幅広いソリューションを提供しています。

HIL システム

HiL	–	Hardware	in	the	Loop
HiL	システムの全スペクトラムに対し、当社のモジュラープ
ラットフォームは必要なすべてのコンポーネントが利用可能
です。この広範な基盤の上に、クラスター上の単純なコン 
ポーネントから複雑な統合HiLまでのソリューションを生み
だすことができす。

Softingによるテストソリューション	-	専門分野での実例

D-TOWER

診断タワーおよび分布タワー。	
訓練から実際の使用へ:ECUソフトウ
ェア開発者向けの組み合わせソリュー
ション。テスト設定で指定し、構成した
診断ツールを簡単かつ快適にリンクし
ます。

特長
■		すばやく体系化されたテスト設定
■		快適な配線
■		テストと測定の信頼性の高い再現性
■		コンパクト設計	-	省スペース
■		妥協のない再現

▲	図:D-Tower

	▲	図:ウィンドウレギュレーターのテストベンチ

▲	図:HiL設置例▲	図:パネル

テスト
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アプリと車両への物理インターフェイスとの間の接続は、
車両通信インターフェイス(VCI)で、広帯域の通信と診断
アプリケーションの基礎となっています。異なるパフォー
マンス	クラスと、アプリケーションとインターフェイスの
個別の特性をもつ4つの製品ファミリーの車両通信イン 

ターフェイスが利用可能です。十分に設計されたVCIのプ
ログラムインターフェイス（アプリケーション	インター 
フェイス）により、ユーザはカスタマイズされた	アプリ 
ケーションまたはサードパーティ製アプリを使用するこ 
とができます。

製品の概要 

HS  
インターフェイス

HSファミリーの診断インターフェイスは、32ビット	マイクロコント 
ローラー	プラットフォームをベースにしており、車両全体の高度な診
断タスクやフラッシュア	プリケーションなどの特に高い出力範囲の
用途に適しています。HSインターフェイスは、PCのオペレーティング
システムに関係なく、通信メカニズムの高いセキュリティを特徴としま
す。

VIN|ING 
インターフェイス

VIN|INGファミリーのインターフェイスは、最新の動向に対応していま
す。タスクに正確に適合させることにより、ハードウェア設計は、コス
ト効果の高い革新的なコミュニケーションのコンセプトを車両を実装
することができます。

EDIC 
インターフェイス

EDICファミリーの診断インターフェイスは、16ビット	マイクロコントロ
ーラー	プラットフォームをベースにしており、制御装置レベルの診断
タスクやフラッシュア	プリケーションなどの中程度の出力範囲の用途
に最適です。EDICプラットフォームは、長期間の使用に実績があり、
その安定した実行時の動作と標準およびカスタマイズされた診断のさ
まざまなプロトコルを実装できる点を特徴とします。	

CAN 
インターフェイス

CANファミリーの通信インターフェイスは、さまざまな用途での送信
および受信タスクの統合を可能にします。また、簡単な診断作業用の
車両通信インターフェイスは	D-PDU	API	で操作することができま
す。

プログラミング  
インターフェイス

4つの製品ファミリーの車両通信インターフェイスは複数の	
プログラミング	インターフェイスで使用できます。
■	D-PDU	API(ISO	22900-2準拠)
■	Pass-Thruアプリケーション	インターフェイス（SAE	J2534に準拠）
■	CANレイヤー2アプリケーション	インターフェイス
■	VCFアプリケーション	インターフェイス

通信
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HS	インターフェイス
プロセスチェーン内のすべてのアプリケーション用の非常に強力な車両通信インターフェイス。

適用領域
■	 	開発、生産およびサービスにおける診断使用事例
■	 	テストと検証
■	 	高速で信頼性の高いフラッシュ	プログラミング
■	 	機能ECUと通信テスト
■	 	生産工程、開発、フリートテスト中のデータロギング
■	 	DoIP（Diagnostics	over	IP）による将来性のある診断 

ソリューション
■	 	自動車および商用車用に設計

HSファミリーの診断インターフェイス
は、32ビット	マイクロコントローラー	プ
ラットフォームをベースにしており、車両
全体の高度な診断タスクやフラッシュア	
プリケーションなどの特に高い出力範囲
の用途に適しています。HSインターフェ
イスは、PCのオペレーティングシステム
に関係なく、通信メカニズムの高いセ 
キュリティを特徴とします。PCにある有
線または無線のさまざまなインター 
フェイスでの診断インターフェイスが利
用可能です。

すべての個別事例に適切な 
車両通信インターフェイスを
HSXインターフェイス	は、32ビット高性
能CPUとのインターフェイス上でのプロ 
トコル処理により、車両全体を診断お 
 

特長
■ 
■	 	USB、Bluetooth、LAN、またはWLANを通したアプリケ

ーションコンピュータへのインターフェイス（IEEE802.11	
a/b/g/n/h）

よびフラッシュアプ		リケーションを行う
マルチリンク通信に最適です。最大2つ
の追加ボードを使用し、マルチバス車両
通信インターフェイスHSXブレークアウ
トは、PCシステム上で利用可能な通信
チャネル数をそれぞれのアプリケーショ
ンに素早く最適化させます。各2つ追加
CANまたはFlexRayインターフェイスを
備えたモジュールを利用できます。統合
された実験室用ソケットを使用すると、
車両通信インターフェイスは開発および
テストへの総括的使用に最適です。
 
HSX-Sは、HSXデバイスの中で小型で
堅牢なバージョンです。VCIには2つの
CANインターフェイスとKラインおよびL
ラインがあります。車両接続用に、OBD
コネクタ付きのケーブルが提供されま
す。アプリケーションコンピュータ 
 

は、USBまたはイーサネット経由を選択
して通信使用できます。

標準化された効率的なプロ 
グラミング インターフェイス
HSインターフェイスはソフトウェアの 
アップデートによって更新することがで
き、将来のアプリケーションのためにも
準備されています。これにより、カスタ 
マイズされたソフトウェアソリューショ
ンを実現できます。標準化されたプログ
ラミングインターフェイスにD-PDU	API
を基に、Softing	診断ツール	セットは
MCD-3D規格（ISO	22900-3）および
Open	Diagnostic	Data	Exchange技術
に沿った完全なソリューションを実現し
ます。

▲	 図:HSX ブレークアウト – 開発およびテストで使用するためのUSBおよび
LANインターフェイスを備えたマルチバス車両通信インターフェイス。

▲	 図: HSX-S –	サービスと生産のためのUSBとLANインターフェイスを 
備えた堅牢なVCI。

通信
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VIN|INGインターフェイス
革新的な通信コンセプトのためのインターフェイス

適用領域
■  アプリケーションのための	DoIP	を使用した 

柔軟な車両へのアクセス
■  テストにおける計測データの記録	
■  サービスにおける診断アプリ
■  高速で信頼性の高いフラッシュ	プログラミング

VIN|ING	600を使用すると、小型の車
両通信インターフェイスをDiagnostics	
over	Internet	Protocol（DoIP）でモバイ
ルで使用することができます。これによ
り、診断アプリケーションまたは診断 
ツール	セット	DTS	とイーサネットアクセ
スを備えた車両との間の通信を簡単に
実装できます。

ユニバーサルで柔軟
WLANイーサネット	ブリッジ	インター 
フェイスは、無線LANの車両のイー
サネット	インターフェイスに1：1で
接続します。標準化されたD-PDU	
API（ISO	22900-2）により、アプリ 
ケーションがIP	(ISO	14229)とDoIP	
(ISO	13400)の統一診断サービスを介 

して車両と通信します。リクエストに応じ
て、スマートフォン	アプリ用の（例、CAR	
ASYST	ADAPTERなど）カスタマイズさ
れた形式を実装しています。アクティベー
ション	ラインに必要なDoIPは、ソフトウ
ェアから柔軟に制御可能です。ゲートウ
ェイとECUのさまざまな実装を考慮して
おり、イーサネット通信をあらゆる状況
で利用できます。

使いやすさ
VIN|ING	600は使いやすく、一般的な
WLANデバイスにスマートフォンから接
続できます。このデバイスは、その人間工
学的なデザインとコンパクトな形状を特
長とし、テストのために広いスペースを必
要としません。

特長
■	 	専用製品志向による低コスト
■  堅牢でコンパクトなデサインによる使いやすさ
■  制御可能なアクティベーション	ラインによる柔軟性	
■  幅の広いライトにより、ステータス情報をクリアに確認
■  承認を必要とする高いセキュリティ

▲	図:VIN|ING	600

高い信頼性と安全性
ECE承認と関連するEMCテストにより、
車内でのデバイスの高い信頼性と安全
性を保証します。グラスファイバーで強
化された耐衝撃性のプラスチック素材と
高品質のOBDプラグにより、デバイスは
高負荷に耐えることができます。WPA2-
PSK暗号化により、車両データの盗聴を
防止します。

▲	図:CAR	ASYSTアダプター

VIN|ING 600

通信
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▲	図:VIN|ING	1000

適用領域
■  生産とサービスにおけるユニバーサルな用途
■  高速で信頼性の高いフラッシュ	プログラミング	
■  テストと検証
■  シミュレーション

特長
■  インターフェイス内の信頼性の高いプロトコル処理
■  最先端のコスト効果の高い基本車両通信インターフェイス
■  コンパクトなデザインのさまざまなFZインターフェイス
■  保護カバー付の堅牢なアルミニウム	ハウジング
■  USB	ホスト	インターフェイスによる柔軟な拡張性

VIN|ING	1000は、USBインターフェイス
を備えたコンパクトでユニバーサルな車
両通信インターフェイスです。堅牢性、小
型サイズ、および低価格の組み合わせに
より、この車両通信インターフェイスは生
産およびサービス環境のアプリケーショ
ンに最適です。

信頼性の高いプロトコル処理
インターフェイス上で前処理とプロ 
トコル処理が実行されることで、応答 
時間の短縮と信頼性の高いリアルタイ
ム動作を実現します。	標準化された
D-PDU	API	(ISO	22900-2)、最も重要
な通信プロトコル統一診断サービス
(ISO14229)、KWP	2000	(ISO	14230、 
ISO	15765)およびSAE	J1939をサポー
トしています。またに、車両通信インター
フェイスは、SAE	J2534	に従ってパスス
ルー	デバイスとして使用することができ

ます。当社の診断ツール	セットDTSと一
緒にOpen	Diagnostic	Data	Exchange
技術を使用することにより、MCD-3D規
格ISO	22900-3の完全なソリューション	
を実現することができます。

将来保証と柔軟性
VIN|ING	1000は、ソフトウェアのアップ
デートにより更新でき、USBホスト	イン
ターフェイスにより、様々なアプリケーシ
ョン	シナリオに拡張して対応できます。
オプションの	Bluetoothドングルを使用
すると、モバイル	アプリケーションを実
現することができ、またはUSBメモリ	ス
ティックを使用してアップグレードするこ
とができます。必要な場合は、高速CAN
インターフェイスまたは堅牢でロック可
能なUSBケーブルを使用することがで
きます。

VIN|ING 1000

バランスのとれたコスト対効果
コンパクトで堅牢、2チャネルの高速CAN
インターフェイス、ISO9141およびLINイ
ンターフェイスを使用すると、VIN|ING	
1000に優れたコスト対効果をもたらしま
す。2つのCANチャネルの1つは、ソフト
ウェアにより高速CANまたはフォールト	
トレラントCANに切り替えることができ
ます。D-SUBコネクタ	ケーブルにより、
さまざまな診断コネクタに対応します。
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適用領域
■  開発、生産およびサービスにおけるモバイル端末使用事例
■  高速で信頼性の高いECU	プログラミング
■  ロードテストにおける診断テストとデータロギング
■  DoIP（Diagnostics	over	IP）による将来性のある診断 

ソリューション

VIN|ING	2000の開発によって、高性能
な車両通信インターフェイスがVIN|ING
製品グループに加わりました。VIN|ING	
2000は、コンパクトに設計されており、
ホストシステムへはWLAN、LANおよび
USBインターフェイスを介し、車両へは
CAN、Kラインおよびイーサネットを介し
て、将来性の高い生産アプリケーション
およびサービス・アプリケーションに対し
て特に適合しています。

生産とサービスにおけるモバ
イル用途
VIN|ING	2000のWLANインターフェイ
スは2つの独立した通信チャンネルを
備えており、IEEE	802.11	a/b/g/h/nの
2.4	GHzと5	GHzの帯域をサポートしま
す。WPA2/PSKやWPA2/RADIUSなどの
現在の暗号化技術や高性能ローミング
機能は、生産ラインやサービスで使用す

るための前提条件です。さらに、このデ
バイスは、診断手順における相互機能用
に、さまざまなスリープ/ウェイクアップ 
モードとプログラム可能なファンクション
キーを備えています。USBまたはLAN経
由でアプリケーションコンピュータと通
信する場合、大きな機械的負荷がかかる
とMagCodeコネクタはケーブル接続を
切断する所定の中断点を表します。

MVCIサーバーを使用したリ 
モートアプリケーション
前モデルHSCの決定的な変更を行い、-
VIN|ING	2000は革新的で現代的なア 
プリケーションシナリオのために
装備されています。高度に統合された 
コンポーネントとモジュール式のソフト
ウェアアーキテクチャにより、車両通信
インターフェイス上でのMVCIサーバーの
実行と予約済みOpen	Diagnostic	Data	

特長
■  インターフェイス内でのデータ前処理およびプロトコル処理

による確実な時間挙動
■  組み込み型診断コネクタを用いたコンパクト設計
■  証明付きのエンタープライズ認証による最高のWLAN安全性
■  磁気固定具を用いた柔軟なUSBケーブルおよびLANケーブル
■  診断ランタイムシステムの統合によるリモートアプリケーシ

ョン用オプション

▲	図:VIN|ING	2000 ▲	図:VIN|INGによるMVCIサーバー	

VIN|ING	2000

Exchangeデータの処理が可能になりま
す。これにより、さまざまなモバイルアプ
リケーションで、テスターシステムから車
両へのリモートアクセスが可能です。

スタンドアロンでの使用
VIN|ING	2000でOpen	Test	Sequence	
Exchangeプロセス	を実行すると、診断
タスク全体を独立に、ホストシステムへ
の接続なしに処理できます。このよう
に、例えば、自律プログラミングソリュー
ション、アクチュエータ診断、その他の制
御タスクを簡単にコスト削減しての使用
が実現できます。

ホストシステム

アプリケーション
ミドルウェア

デバイスドライバー

VIN|ING	2000

デバイスドライバー

プロトコルソフトウェア

C
AN

/F
D

イ
ー
サ
ネ

ッ
ト

Kラ
イ
ン

...

OTX Runtime
MVCIサーバー

Open Test 
Sequence 
Exchange

Open Diag-
nostic Data 
Exchange

USB	/	LAN	/	WLAN
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適用領域
■  開発、テスト分野および生産のための普遍的な車両通信 

インターフェイス
■  ロードテストにおける診断テストとデータロギング
■  診断およびバス	シミュレーション
■   車両通信フレームワーク（VCF）によるタスク測定とバス分析
■    VCFとのインターフェイスにおける顧客アプリの統合

特長
■  2個または6個のプラグインモジュール用のモジュラー 

通信プラットフォーム
■  一般的な全ての車両インターフェイスと柔軟に組み合わ 

せる
■   FPGA「ソフトウェア」による新機能とインターフェイスの 

統合
■  頑丈なアルミ製ハウジング

VIN|ING	3000/6000

▲	図:VIN|ING	3000 ▲	図:VIN|ING	6000

載した4つのUSBホストインターフェイス
を装備することができます。必要に応じ
て、スリープ/ウェイクアップ機能、モーシ
ョンセンサー、またはリアルタイムクロッ
ク（RTC）を使用できます。

挿入型モジュール
モジュール1:2	x	Classic	CAN/FD、 
2	x	K-Line/LIN/SENT、 
2	x	ユニバーサル	IOs
モジュール2:4	x	Classic	CAN/FD、 
2	x	ユニバーサル	IOs
モジュール3:2	x	DoIP用イーサネット、
2	x	BroadR-Reach、 
2	x	ユニバーサルIOs
モジュール4:2	x	Classic	CAN/FD、 
2	x	Kライン、1	x	DoIP用イーサネット 
（予定）

2つのプレミアムVCI、	VIN	|	ING	3000
およびVIN|ING	6000は、開発中および
テスト領域にある車両バスシステムのす
べての診断および測定作業に理想的な
機器です。モジュラーシステムは、それ
ぞれのユースケースに合わせたデバイス
構成を可能にします。これは、最大級の
柔軟性を備えた低コストの実現を意味
します。

効率的かつ将来に渡って安全
効率的な800	MHzデュアルコアプロセッ
サと大型プログラマブルロジックデバイ
ス（FPGA）が、車両バスシステムとの通
信および関連するデータ処理の心臓部
です。FPGAでは、IPコア、例えば、CAN	
FDおよびFlexRayに置き換える場合も、
将来の車両インターフェイスの改造また
は拡張も可能です。さらに、標準化され
たインターフェイスを介せば、追加のモ

ジュール、例えばグラフィックタッチディ
スプレイを採用できます。D-PDU	APIに
加えて、VCF（Vehicle	Communication	
Framework）ソフトウェアライブラリ
は、計測、データロギング、バス	シミュ
レーション、バス解析などのアプリケー
ション用の総合的ライブラリを提供し
ます。

モジュール方式と柔軟性
このデバイスは、2つまたは最大6つまで
のプラグインモジュール用に設計されて
おり、クラシックなCAN、CAN	FD、Kラ 
イン、LIN、SENT、FlexRay、BroadR- 
Reachなどの車両インターフェイスの組
み合わせを（ほぼ）可能にします。アプリ
ケーションコンピュータとの通信には、 
1	GBit	EthernetとUSB高速インターフェ
イスが利用可能です。さらに、デバイスに
は、WLAN、GPS、または追加メモリを搭
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EDICインターフェイス		

特長
■	 	さまざまなアプリケーションに適応させた車両通信インター

フェイス
■	 	インターフェイス内のデータ前処理とプロトコル処理
■	 	CANおよびKライン用の複数の独立通信チャネル
■	 	並列通信チャネルのためのインテリジェントデータバッファ

リング
■	 	さまざまな標準化されたOEM独自の車両プロトコルが利用

可能
■	 	ガルバニック分離

適用領域
■	 	開発、生産およびサービスにおける診断使用事例
■	 	テストと検証	
■	 	高速で信頼性の高いフラッシュ	プログラミング
■	 	機能ECU	テストと通信テスト
■	 	CanEasyを用いたバス	シミュレーション
■	 	自動車および商用車用に設計

EDICファミリーの診断インターフェイス
は、16ビット	マイクロコントローラー	プ
ラットフォームをベースにしており、制御
装置レベルの診断タスクやCANやKライ
ンを経由したECUでのフラッシュアプリ
ケーションなどの中程度の出力範囲の
用途に最適です。EDICプラットフォーム
は、長期間の使用に実績があり、その安
定した実行時の動作と標準およびカスタ
マイズされた診断のさまざまなプロトコ
ルを実装できる点を特徴とします。

すべての個別事例に適切な車
両通信インターフェイスを
Multibus-VCI	EDICusbは、CANバス、K
ライン、およびLINバスを用いた異種のオ
ンボードネットワーク利用に特に適して
おり、開発およびテストにおける多様な
用途での使用を可能にします。Bluetooth
インターフェイスとコンパクトなデザイ
ンのおかげで、EDICblueはロードテス

ト、生産とサービスにおいてのモバイル
アプリケーションに理想的です。同様に
EDICblueはUSBを経由でもアプリケー
ションコンピュータと通信できます。E-
DICpciは多目的なインターフェイスであ
り、PCIバスを介した高性能でコンピュー
タ内部の接続により、据え置き型のアプ
リケーションに主に使用されています。	

標準化された効率的なプログ
ラミング インターフェイス
診断プロトコルはインターフェイスで直
接処理されます。これにより、PCのオペ
レーティングシステムに関係なく、速い応
答時間と信頼できるリアルタイム動作が
保証されます。広範囲のバッファメカニズ
ムは複数の通信チャンネルの並列操作を
可能にします。複数の診断インターフェイ
スを組み合わせることで、PCシステムで
利用可能な通信チャネルの数をそれぞ
れのアプリケーションにすばやく適応さ

せることができます。車両通信インター 
フェイスはソフトウェア更新によって更
新でき、したがって将来の使用にも対応
しています。これに基づいて、カスタマイ
ズされたソフトウェアソリューションを
実現することができます。多くの車両通
信インターフェイスでは、プラグインモ
ジュールを使用するか、またはCANバス
物理を切り替えることによって、CANバ
スの物理構造を変更できます。標準化さ
れたプログラミングインターフェイスに
D-PDU	APIを基に、Softing診断 
ツール	セット	DTSはMCD-3D規格 
（ISO	22900-3）およびOpen	Diagno-
stic	Data	Exchange技術に沿った完全な
ソリューションを実現します。

中電力範囲用EDICファミリー

EDICblue:実験現場およびサービスで使用す
るBluetoothインターフェイスを備えた車両通
信インターフェイス
EDICusb:開発とテストに使用するUSBイン 
ターフェイスを備えたマルチバス車両通信イ 
ンターフェイス。
EDICpci:据え置き使用向けPCIインターフェ
イスを備えた高性能車両通信インターフェイ
ス。

1
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CANインターフェイス

特長
■	 	独自のマイクロコントローラを備えたアクティブカード
■	 	インターフェイスでのローカルデータのバッファリングと 

前処理
■	 	ガルバニック分離
■	 	 長年使用にも耐えうる安定したランタイム動作

適用領域
■	 	シンプルな通信テスト
■	 	生産およびサービスにおける診断使用事例
■	 	CanEasyを用いたバス	シミュレーション

CANファミリーの通信インターフェイス
は、さまざまな用途での送信および受信
タスクの統合を可能にします。また、簡
単な診断作業用の車両通信インター 
フェイスは	D-PDU	API	で操作する 
ことができます。

様々な車両通信インターフェイ
ス特性 
CAN通信インターフェイスは、診断イン
ターフェイスに代わるコストパフォーマン
スの高い代替品です。これらのデバイス
は、アプリケーションコンピュータへの
さまざまなインターフェイスを備えてお
り、CANチャネルを1つまたは2つ装備し
ています。CANpro	USBは、実証済みの
CANusbの後継モデルであり、USB高速
インターフェイスを備えユニバーサル車
両通信インターフェイスとして多くのアプ
リケーションに適しています。CAN-AC2-
PCIおよびCANpro	PCIeは、1つまたは2

つのCANチャンネルとCAN高速および
CAN低速の両方を備えた据え置き用PC
プラグインカードとして利用できます。2
つのCANインターフェイスLeaf	Light	HS	
v2と協力パートナーKvaserのUSBcan	II	
HS/LSは、特にコスト重視のアプリケー
ション向けに、コストパフォーマンスの
高いCANインターフェイスで製品範囲を
補完します。Kvaser	Leaf	Pro	HS	v2と
USBcan	Pro	2xHS	v2では、CAN	FDを
サポートするシングルチャンネルとデュア
ルチャンネルのインターフェイスが追加
されています。

効率的なプログラミングイン 
ターフェイス
CAN-APIの通信ソフトウェアは、CANア
プリケーション	インターフェイスに高性
能な通信メカニズムを提供します。車両
通信インターフェイス上でのローカルデー
タのバッファリングおよび前処理で、高性

能が保証でき、PCにかかる重要なタスク
の時間が軽減されます。CAN通信イン 
ターフェイスの1つと適切なアプリケーシ
ョン	インターフェイス	ソフトウェアを組
み合わせることで、さまざまな通信アプリ
ケーション向けのコンパクトなソリュー 
ションが可能になります。CANアプリケー
ション	インターフェイスは、このように簡
単な方法でレイヤ2レベルで信頼性の高
いCAN通信をサポートします。非常に包
括的で柔軟なCAN	Layer	2アプリケー
ション	インターフェイスは、リアルタイム
アプリケーション用のさまざまなオブ 
ジェクトバッファモードと、上位プロトコ
ルレイヤの接続に特に適したFIFOモー
ドをサポートしています。オプションの
D-PDU	APIソフトウェアは、標準化され
たアプリケーション	インターフェイスを
通じて、より高度な診断プロトコルを備え
た、複数の通信チャネルのアプリケーショ
ンを提供します。これにより、アプリの標
準タスクの負担が軽減します。	

簡易な送受信用通信インターフェイス。

CANpro USB:頑丈なアルミ製ハウジングとUSB接続を備えたシングル
チャンネルCANインターフェイス。

CAN-AC2-PCI:PCIプラグインカードとして、シングルまたはデュアルチ
ャンネルCANインターフェイス、オプションで低速CAN。

CANpro PCI Express:PCIエキスプレスプラグインカードとして、シン
グルまたはデュアルチャンネルCANインターフェイス、オプションで低
速CAN。

Leaf Light HS v2:シングルチャンネルCANインターフェイス 
Leaf Pro HS v2シングルチャンネルCAN	FDインターフェイス

USBcan II HS/LS:デュアルチャンネルCANインターフェイスHS/LS 
USBcan Pro 2xHS v2:デュアルチャンネルCAN	FDインターフェイス
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車両通信インターフェイス製品概要

開発 生産 アフターセールス サービス

ハイエンド

HSX VIN|ING
3000 / 6000

HSC VIN|ING 2000 HSC VIN|ING 2000

車両インターフェイス 2-6	x	CAN、	1-2	x	
K-line、IOs

2-8	x	CAN/FD、	1-4	
x	K-line、DoIP、IOs

2	x	CAN、	1	x	
K-line、DoIP

2	x	CAN/FD、	1	x	
K-line、DoIP

2	x	CAN、	1	x	
K-line、DoIP

2	x	CAN/FD、	1	x	
K-line、DoIP

PCインターフェイス USB	/	LAN USB	/	LAN LAN	/	WLAN USB	/	LAN	/	WLAN LAN	/	WLAN USB	/	LAN	/	WLAN

ハウジング 堅牢 堅牢 標準 標準 標準 標準

ミッドレンジ 

EDICusb VIN|ING 1000 EDICpci VIN|ING 600 EDICblue VIN|ING 600 VIN|ING 1000

車両インターフェイス 2	x	CAN、	1	x	K-line 1	-	2	x	CAN、	1	-	2	x	
K-line

2	x	CAN、	1	x	K-line イーサネット 1	x	CAN、	1	x	K-line イーサネット 1-2	x	CAN、	1-2	x	
K-line

PCインターフェイス USB USB	(Bluetooth) PCI WLAN Bluetooth	(USB) WLAN USB	(Bluetooth)

ハウジング 標準 堅牢 - 標準 標準 標準 堅牢

標準 

USBcanPro-
2xHS

USBcan II HS/
LS

CANpro USB CANpro PCIe CANpro USB Leaf Light HS 
v2

Leaf Pro HS v2

車両インターフェイス 2	x	CAN/FD 2	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN/FD

PCインターフェイス USB USB USB PCI	/	PCIe USB USB USB

ハウジング 標準 標準 堅牢 - 堅牢 標準 標準

プログラミング	インターフェイス

用途や顧客および国毎の固有な制約条
件に応じて、車両通信インターフェイス
はさまざまなプログラミングインターフ
ェイスを備えた診断システムで使用され
ます。標準化されたD-PDU	APIはISO	
22900	MVCIサーバと共に使用できます
が、一般的なアプリではSAE	J2534パ
ススルーインターフェイスが必要になる
ことがよくあります。純粋なCAN通信で
は、レイヤ2レベルのCANアプリケーシ
ョン	インターフェイスでも作業が行えま
す。車両通信フレームワーク（VCF）のア
プリケーション	インターフェイスは、多
数の測定タスク、バス解析、およびバス	
シミュレーションのために、強力なミド
ルウェアとして利用できます。

D-PDU API (ISO 22900-2)
モジュラー車両通信インターフェイスコ
ンセプト（MVCI）を使用して、診断サー
バーおよびモジュラー車両通信インター
フェイス用のアプリケーション	インター
フェイスに加えて、車両通信インター 
フェイス用のソフトウェアインターフェイ
スがASAM	e.V.の中の大手自動車メー
カーにより開発されました。D-PDU	API
で車両通信インターフェイスを使用する
利点には、モジュール性、アプリ（または
MVCIサーバーと）との統合の容易さ、 
複雑なプロトコル固有のメカニズム（フ 
ロー制御、セグメンテーションなど）の
簡素化などがあります。通信パラメー 
ターとバスプロパティの処理は、D-PDU	

APIに完全にカプセル化されています。
診断機能は、メッセージを送受信する
LogicalLink経由で実装されます。これ
により、異なるバスシステム経由でも、
複数のECUとの通信が可能になります。
いわゆるIOコントロール機能により、車
両通信インターフェイスの拡張機能への
アクセスが可能になります（たとえば、
イグニッションや他の入力/出力のチェッ
クを行う）。

通信
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開発 生産 アフターセールス サービス

ハイエンド

HSX VIN|ING
3000 / 6000

HSC VIN|ING 2000 HSC VIN|ING 2000

車両インターフェイス 2-6	x	CAN、	1-2	x	
K-line、IOs

2-8	x	CAN/FD、	1-4	
x	K-line、DoIP、IOs

2	x	CAN、	1	x	
K-line、DoIP

2	x	CAN/FD、	1	x	
K-line、DoIP

2	x	CAN、	1	x	
K-line、DoIP

2	x	CAN/FD、	1	x	
K-line、DoIP

PCインターフェイス USB	/	LAN USB	/	LAN LAN	/	WLAN USB	/	LAN	/	WLAN LAN	/	WLAN USB	/	LAN	/	WLAN

ハウジング 堅牢 堅牢 標準 標準 標準 標準

ミッドレンジ 

EDICusb VIN|ING 1000 EDICpci VIN|ING 600 EDICblue VIN|ING 600 VIN|ING 1000

車両インターフェイス 2	x	CAN、	1	x	K-line 1	-	2	x	CAN、	1	-	2	x	
K-line

2	x	CAN、	1	x	K-line イーサネット 1	x	CAN、	1	x	K-line イーサネット 1-2	x	CAN、	1-2	x	
K-line

PCインターフェイス USB USB	(Bluetooth) PCI WLAN Bluetooth	(USB) WLAN USB	(Bluetooth)

ハウジング 標準 堅牢 - 標準 標準 標準 堅牢

標準 

USBcanPro-
2xHS

USBcan II HS/
LS

CANpro USB CANpro PCIe CANpro USB Leaf Light HS 
v2

Leaf Pro HS v2

車両インターフェイス 2	x	CAN/FD 2	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN 1	x	CAN/FD

PCインターフェイス USB USB USB PCI	/	PCIe USB USB USB

ハウジング 標準 標準 堅牢 - 堅牢 標準 標準

SAE J2534アプリケーション 
インターフェイス
SAE	J2534アプリケーション	インター
フェイス（略称：Pass-Thru）は、乗用車
分野における診断通信およびECUプロ
グラミング用に標準化されたインターフ
ェイスです。ベンダーに依存しないアプ
リケーション	インターフェイスは、関連
するハードウェア	インターフェイスと協
働して制御装置アクセスを可能にしま
す。OEMやパススルー	デバイスにより
提供されるアプリでは、独立系の修理工
場がメーカーに関係なくECUを再プログ
ラムすることができます。もう1つのアプ
リケーションはOBD受入テストです。

CANレイヤー2アプリケーショ
ン インターフェイス
CAN	Layer	2アプリケーション	インタ
ーフェイスはソフトウェアインターフェ
イスで、OSIモデルのレイヤ2でCANテ
レグラムの送受信を可能にします。アプ
リは、低レベルインターフェイスとして
CAN	Layer2アプリケーション	インター
フェイスに直接アクセスできます。また
は、CAN	Layer	2アプリケーション	イン
ターフェイスをSofting	D-PDU	APIと組
み合わせて使用		することもできます。こ
れにより、D-PDU	APIでサポートされて
いるすべての診断プロトコルをCANバス
経由の診断通信で使用できます。

VCFアプリケーション  
インターフェイス
HSおよびVIN|INGファミリの車両通信イ
ンターフェイス用に、アプリが複数の車 
両バスを経由して並行して通信可能な
車載通信インターフェイス（VCF）用ア
プリケーション	インターフェイスが提
供されています。同時に、異なる特徴を
持つ車両通信インターフェイスでの診断
とオンボード通信の同時実行が可能で
す。これには、1つまたは複数のECUを
使ってバス	シミュレーションや広範囲
な使用可能性で、測定タスク、データロ
ギング、およびバス解析などが含まれま
す。VCFアプリケーション	インターフェ
イスは、Windows、Linux、Android、およ
びiOSで作動するクロスプラットフォーム
です。
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Softing	VCF	
車載通信フレームワーク。
車両通信のすべてのアプリケーション向けの強力なミドルウェアです。

適用領域
■	  制御装置の開発	
■	  フィールド	テスト
■	  テスト	スタンド	
■	  生産テスター	
■	  サービステスター

多様な機能 
Softing	VCFにより、車両とECUの通信
に必要な（ほぼ）すべての機能を提供し
ます。したがって、テスト環境における
制御装置通信のために、１つまたは複
数の制御装置に対するバス	シミュレー
ションを実施することができる。バス通
信の解析用には、多数の機能がありま
す。バス通信に基づく計測により、バス
上のメッセージと信号のキャプチャが可
能です。また、ECU内部の測定データ
は、XCPおよびCCPプロトコルで定義
されたメカニズムにより収集することが
できます。検出量と通信データを記録す
ることも可能です。クロスファンクション
は、ブロック	シーケンサーの動作を制
御して結果に応答することができます。
条件として、「C」言語で適切なスクリプ
トを開発し、VCFにアップロードする必
要があります。

多様な設定オプション 
通信機能とバス	システムによっては、
通常の設定方法が使用できます。XCP
による計測は、通常ASAM標準に従っ
て、A2LファイルにはASAM	MCD2-MC
が使用されます。LINバスで使用される
計測とバス解析には、LDF形式または
FIBEX形式がAUTOSAR上のFlexRay
またはEthernetに使用されます。CAN 
では、一般的なDBC形式(CANdb)も追
加で使用することができます。

さまざまなプラットフォーム 
Softing	VCFは現在HSファミリーの車
両通信インターフェイスをサポートし
ており、特にHSXは異なるタイプのハ
ウジングで、またHSCは組み込みの
OBDコネクタでサポートしています。
製品番号が1000以上のVIN|ING	VCIで
は、VCFのサポートが可能です。標準で
は、Windows、Android、Linuxおよび
iOSのオペレーティング	システムがサ 
ポートされています。	

特長
■	 	コスト削減	-	1台の車両通信インターフェイスで複数の機能	
■	  診断とオンボード機能の両立	
■	  Windows、Linux、Android、iOSに対応	
■	  主要なバスとプロトコルが利用可能	
■	  スタンドアローン車両通信インターフェイス	–	PC	を必要と

しない多くの機能

▲	図:Softing	VCF

VCF@VCI
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VCF

TST

ECU ECUFIBEX

Softing	VCF使用事例
テスト	システム内では、さまざまな通信タスクが発生します。Softing	VCFは、適切な車両通
信インターフェイスと組み合わせれるユニバーサルパートナーです。メッセージレベルといっ
た単純な通信タスク、またバス	シミュレーション、およびさまざまな測定タスクにも使用さ
れます。	

計測(2)
ECU内または時間同期した、物理変数を評価する場合、通常
XCPプロトコル（eXtended	Calibration	Protocol）を経由して
行われます。物理量のパラメーター設定と解釈はA2Lフォーマ
ット（ASAM	MCD-2MC）で行われます。

バス通信
多くの場合、作業は16進数のメッセージを使用してバスレベル
（レイヤ2）で直接行われます。その時にはリスニング（モニタ
リング）をします、例えば通信の検証または記録（データロギ
ング）。それについて、専用のECUの動作をトリガーするために
（刺激）を送信します。	

バス シミュレーション
開発段階では、システム機能に適切に関連するECUが使用で
きないことがよくあります。これらはバスの動作に関してシミュ
レートする必要があります。これは、信号を変更せずに（静的バ
ス	シミュレーション）、または自動的に値を変更するバス	シ 
ミュレーションとして、バス上で周期的にメッセージを送信す
ることによって行われます。

計測(1)
多くの場合、個々の物理量はECU通信からテストシステムに
直接転送できます。CANdb、FIBEX、またはAutosar	System	
XMLなどで評価済の正式なデータ記述によって変換されま
す。	

バス通信:モニター、刺激

VCF

TST

ECU ECU

パッシブ

バス シミュレーション - テスターによるECU代用

直接バス計測

VCF

TST

ECU ECUFIBEX

XCP計測

VCF

TST

ECU ECUA2L
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アプリのサポート

オーサリングサポート｜開発サポート｜統合サポート

■			診断システムとアーキテクチャの設計と構想
■	診断ステートメントの作成
■	車両ECUの診断/制御機能の開発
■		オーダーメイドのソフトウェアソリューション、テスト	 
システムおよびワークショップ	テスターの設計と開発

特長
■		技術的に複雑なタスクを迅速に実装
■		開発チーム向けに柔軟な補足作業
■		従業員向け研修で効率的にノウハウを開発

ソフトウェアエンジニアリング

具体的な問題の解決方法｜堅実な要求分析｜スケーラブルなシステム構成｜アジャイル開発

■			最新のスケーラブルなソフトウェアソリューション
■				包括的な要件分析から検証およびロールアウトまでの、 
アジャイル開発方法

■			モジュール化、抽象化、再利用性に焦点を当てる
■			デスクトップおよびモバイルプラットフォーム向けの開発
■			評価とコンセプト検証用SWプロトタイプ

特長
■		最新のSW技術と柔軟な開発方法
■		自動車産業での豊かなノウハウ
■		複雑な問題に対するシステムの理解
■		高度な資格を持ち、優秀で有能な開発チーム

モバイルソリューション

AndroidおよびiOSプラットフォームのスマートフォンおよびタブレット用アプリ。

■			車両、ECUテスターまたは特別なシステム
■	スマートフォンまたはタブレット
■	AndroidまたはiOS
■	適合した診断インターフェイス
■	ITインフラストラクチャまたはクラウドへの接続

特長
■		手で扱え、快適で、柔軟な、組み込み可能の診断 
システム

■		直感的で使いやすく、覚えやすい
■			既存の診断データを使用して最小限の労力で処理
■		既存の社内インフラへの統合または適応が可能

診断

レガシーシステムから最新のクラウドソリューションまでの包括的な診断ノウハウ。

■			コンサルティングおよび助言
■			診断コンセプト
■			診断パラメーター化(Open	Diagnostic	Data	Exchange)
■			診断とテストシーケンス(Open	Test	Sequence	Exchange)
■			診断の移行
■				診断アーキテクチャとプロトコルのテストと検証

特長
■		柔軟でニーズに応じたサービス
■		豊かで幅広い診断ノウハウ
■		高価値の診断製品
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用語集
A2L ASAM	MCD-2	MC言語

アプリケー 
ション イン 
ターフェイス

Application	Programming	Interface 
（アプリケーション	プログラミング 
インターフェイス）

ASAM Association for Standardisation of Automation 
and	Measuring	Systems（自動化システムと測
定システムの国際標準化団体）

CAN/FD CAN/Flexible	Data	Rate

DLC データリンクコネクター、診断コネクター

トラブル 
診断プロ 
グラム

トラブル診断プログラム

DoIP インタネットプロトコルを経由の診断

D-PDU API Diagnostic	Protocol	Data	Unit	Application	
Programmingインターフェイス

ECU 電気制御ユニット

GUI グラフィカルユーザーインターフェイス

HDD Heavy	Duty	Diesel（大型ディーゼル）

HMI ヒューマンマシンインターフェイス

ISO 国際標準化機構

JRE Javaランタイム環境	

LIN ローカルインターコネクトネットワーク

トレーニングと教育

■			基礎と技術トレーニング 
-	自動車診断の基礎	-	Open	Diagnostic	Data	Exchange入門コース 
-		Open	Test	Sequence	Exchange入門コース	-	Open	Test	Sequence	
Exchange上級者コース

■	Softing	DTS.monaco向けツールトレーニング
■	カスタマイズされたトレーニング

特長
■		診断と車両通信に関連するテーマで効率的な 
トレーニングと教育

■		実践的演習を通して理論の内容を理解
■		費用対効果の高い、標準トレーニング
■		ご希望に応じた個別トレーニング

MDF 計測データフォーマット形式

MOST Media	Oriented	Systems	Transport

MVCI モジュール方式VCI

OBD 車載診断

OBD4HDD 大型ディーゼル用車載診断
Open Diag-
nostic Data 
Exchange

Open	Diagnostic	Data	Exchange

Open Test 
Sequence 
Exchange

Open	Test	Sequence	Exchange	Format

SAE 自動車技術会（米国）

TCP / IP 伝送制御プロトコル/インターネットプロトコル

TST テスター、外部テスト装備

統一診断サ
ービス

統一診断サービス

UML 統一モデリング言語

車両通信イ
ンターフェ
イス

VCI

WWH-OBD World-Wide Harmonized On-Board Diagno-
stics、重量車OBD（排出ガス故障診断）の世界
統一基準

XML Extensible	Markup	Language

テストと実装

自動車エレクトロニクステストのための有資格者サポートサービス

■			テスト戦略とテスト計画
■			テストの自動化
■			テストの実装
■			テストの実行、分析、報告

特長
■		テストとセキュリティのカスタムメイドのソリューション
■		幅広いソリューションキット、豊かなノウハウ
■		作業の低減
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